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　５月２４日、五条川小学校の５年生５５人が五条

川で水生生物調査を行いました。これは環境教育の

一環として、水生生物調査を行うことにより、子ど

もたちに川の環境を守ることの大切さを気づいても

らうため、愛知県の指導で毎年行われています。 

　児童たちは川に入り、網とピンセットを使って、

カワニナ、イソコツブムシ、ヒルやミズムシなどの生

物を採取しました。調査の結果、五条川は「汚い水」

と判定されました。県の職員は、家庭からの排水が

五条川に与える影響を児童たちに話していました。 

【2005岩倉の風景●五条川にはどんな生き物が？　～五条川水生生物調査～】 
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暮らしのガイド １６ 

児童相談 
市民相談 
指名競争入札結果　　　　　　　ほか 

介護保険についてのアンケート 
集計結果をご報告します ６ 

２０ 7月の保健センター案内 

裏表紙 いわくらの自然 
スイカズラ 

２３ フォトニュース 
民族音楽レクチャーコンサート・国際 
交流協会こいのぼりづくり・五条川校 
区親子スポーツデー 

２２ 
だれもが住み良いまちづくり 
ユニバーサルデザイン 
愛・地球博のユニバーサルデザイン 
その１ 

保育園パート職員の登録 

▲５月３０日、岩倉南小学校で
不審者対策訓練が行われました。
岩倉市では、今年度各学校に２
本ずつ「さすまた」を配置して
万が一の事態に備えています。 
 

リトミック教室・ミニミニコンサート 
桜まつり写生大会・写真コンテスト入賞 
作品展示 
夏のミニ花展 

催し １６ 

手続き １６ ポリオワクチン追加接種 
骨粗しょう症予防講習会 

健康 １８ 

相談・その他 １８ 

募集 １７ 

７月のトレーニング指導 
８月のトレーニング講習会 
夏まつり市民盆おどり民踊講習会 

講座・教室 １７ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

市政の窓 １０ 
平成１７年度の保育園運営費をお知らせします 
職員採用候補者試験を実施します 
プラスチック製容器包装を収集します 
集中豪雨に気をつけましょう 
正しい救急車の利用を心がけましょう 
「防犯表示板」を活用し、犯罪のない 
まちづくりを！  
岩倉市の避難施設 
岩倉市農業委員会委員の一般選挙を行います 
平和への祈りを込め折り鶴を折りませんか 
無料耐震診断、耐震改修工事に補助します 
よくある介護保険についてのＱ＆Ａ 
第９回セントラル愛知ポップスコンサート 
ロビーコンサート情報 
市営大地プールがオープン  
法話・坐禅体験教室 
浄化槽を正しく維持管理しましょう 

…１０ 
…１１ 
…１１ 
…１２ 
…１２ 

 
…１２ 
…１３ 
…１４ 
…１４ 
…１４ 
…１４ 
…１５ 
…１５ 
…１５ 
…１５ 
…１５ 

児童手当現況届の提出 
私立幼稚園就園奨励費制度 
差し押さえ済み電話加入権の公売 ほか 
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▲５月３０
不審者対策訓
岩倉市では
本ずつ「さ
万が一の事態
 

　
安
全
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

歳入　予 算 額　１２７億７,７０６万円   
　　　収入済額　１１６億０,３０４万円　　執行率９０.８％ 

平成１６年度一般会計予算執行状況 

５４１,９７５ 
２３,０５０ 
４,６００ 
１,３００ 
７００ 

４３,０００ 
１５,５００ 
２２,２８２ 
１６９,３９３ 
９００ 

１５,１４２ 
８,８３５ 
８５,５７６ 
４２,５１０ 
４３３ 
６０ 

２９,４０６ 
４９,４５１ 
２７,３７３ 
１９６,２２０ 
１,２７７,７０６ 

５３３,９２６ 
 １８,８２７ 
５,７１０ 
１,３６０ 
１,３４１ 
４３,１１１ 
１７,０２７ 
２２,２８２ 
１７２,９９３ 
 ９０６ 

１３,０２４ 
８,８６０ 
８０,３５２ 
３０,５９２ 
１,８１１ 
５９ 

２９,２０９ 
４９,５８９ 
２７,３２５ 
１０２,０００ 
１,１６０,３０４ 

款　　　　　名 収入率（％） 収入済額 予算額 
市 税  
地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得割交付金 
地 方 消 費 税 交 付 金  
自動車取得税交付金 
地 方 特 例 交 付 金  
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分 担 金 及 び 負 担 金  
使 用 料 及 び 手 数 料  
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  
合 計  

９８.５ 
８１.７ 
１２４.１ 
１０４.６ 
１９１.６ 
 １００.３ 
１０９.９ 
 １００.０ 
１０２.１ 
１００.７ 
８６.０ 
１００.３ 
９３.９ 
７２.０ 
４１８.２ 
９８.３ 
９９.３ 
１００.３ 
９９.８ 
５２.０ 
９０.８ 

（単位：万円） 

歳出　予 算 額　１２７億７,７０６万円　　　　  
　　　支出済額　１１４億８,６７２万円　　執行率８９.９％　 

２２,８７７ 

１９３,１１９ 

３５６,１３８ 

１２７,７２１ 

１１,８４６ 

２９,６５１ 

１１５,１０２ 

５４,８５０ 

１０９,３１０ 

２５５,２４６ 

１,４４６ 

４００ 

１,２７７,７０６ 

２２,５５９ 

１３６,４１０ 

３２４,６７１ 

１２１,０２８ 

１０,２６０ 

２６,９７２ 

１０３,１５４ 

４９,６８４ 

９７,８７６ 

２５４,６１２ 

１,４４６ 

      ―　　 

１,１４８,６７２ 

款　　　　　名 執行率（％） 支出済額 予算額 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

諸 支 出 金  

予 備 費  

合 計  

９８.６ 

７０.６ 

９１.２ 

 ９４.８ 

８６.６ 

９１.０ 

８９.６ 

９０.６ 

 ８９.５ 

９９.８ 

１００.０ 

　―   

８９.９ 

（単位：万円） 

　
岩
倉
市
で
は
市
の
収
入
と
支
出
、
市
税
の
状
況

な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
年
２
回
、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
今
回
は
平
成
１６
年
度
予
算
の
執
行
状
況
（
平
成

１７
年
３
月
３１
日
現
在
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、
出
納
整
理
期
間
が
５
月
３１
日
ま
で
あ
り
ま
す

の
で
、
決
算
額
と
は
数
値
が
異
な
り
ま
す
。 

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、（
仮
称
）
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
橋
梁
耐
震
補
強
事
業

等
公
共
施
設
の
耐
震
補
強
事
業
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
水
槽
車
の
購
入
、
防
犯
灯
設
置

工
事
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、
災

害
対
策
用
備
品
の
整
備
、
岩
倉
駅
地

下
連
絡
道
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業
、

（
仮
称
）
竹
林
公
園
整
備
事
業
、
公

共
下
水
道
事
業
、
道
路
整
備
事
業
、

岩
倉
北
小
学
校
用
地
取
得
事
業
等
の

ハ
ー
ド
事
業
を
は
じ
め
、
次
世
代
育

成
支
援
地
域
行
動
計
画
の
策
定
、
前

立
腺
が
ん
検
診
委
託
事
業
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
レ
イ
ス
事
業
、
古
紙
と
古
着

の
日
事
業
、
愛
知
万
博
関
連
事
業
、
南
部
地
区
ま

ち
づ
く
り
推
進
計
画
調
査
、
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ

ー
ル
の
実
施
、
教
育
プ
ラ
ン
事
業
の
創
設
等
ソ
フ

ト
事
業
の
充
実
に
も
努
め
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
の
最
終
予
算
額
は
１
２
７
億
７
千
７

０
６
万
円
で
、
当
初
予
算
と
比
較
し
て
２
億
１
千

５
万
円
（
１
・
８
㌫
）
の
増
、
対
前
年
度
比
４
・

６
㌫
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
財
政
課
財
政
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

５
）
ま
で
。 

　　 

岩倉市の財政状況 岩倉市の財政状況 岩倉市の財政状況 
平成１７年３月３１日現在の 

面積　１０.４９km　　人口　４８,２２８人　　世帯数　１９,３８５世帯 
2
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平成１６年度特別会計予算執行状況 
 

３３０,５６８ 

２４６,８１７ 

５,３６９ 

１４,３３１ 

 ８４,８４２ 

１３２,８０２ 

８１４,７２９ 

３５２,８４６ 

２５７,１０９ 

５,３６９ 

１５,５９３ 

７９,６９８ 

１４２,０８６ 

８５２,７０１ 

３７０,９８８ 

２６９,３２７ 

５,３７１ 

１６,９０４ 

１０６,９２４ 

１４６,２８９ 

９１５,８０３ 

 

市税収入状況 

６３４,９９７ 
６０２,７９２ 
４０７,６７９ 
４８６,７６３ 
６０,２１６ 

９９,５４７.２２㎡ 
３０３,１３６.３８㎡ 
２７億４,８７３万円 

市 　 民 　 税   

固 定 資 産 税  

軽 自 動 車 税  

た　ば　こ　税 

都 市 計 画 税  

合　　　　　計 

２２７,７４８ 

２３０,１９７ 

４,１０９ 

２６,８１３ 

 ４５,０５９ 

５３３,９２６ 

市有財産の状況 

市債の年度末現在高見込額 

年度末現在高見込額　２,１９２,４４７万円 

〈会計別〉 

〈借入先別〉 

１,３６７,６０５ 
８２４,８４２ 

国民健康保険 

老 人 保 健  

土 地 取 得  

学 校 給 食 費  

公共下水道事業 

介 護 保 険  

合 計  

会 計 名  予算額 収入済額 支出済額 

【基金の内訳】 
３９,９３９ 
９,６１３ 
５７,１３８ 
５０,１７０ 
２７,８４５ 
 １,８２０ 
 ９５１ 

８７,３９７ 

財　　務　　省  
日 本 郵 政 公 社  
公営企業金融公庫 
市 内 金 融 機 関  
そ　　の　　他  

一 般 会 計  
公共下水道事業  

財 政 調 整 基 金  
小学校用地購入基金 
ふるさとづくり基金 
減 債 基 金  
地 域 福 祉 基 金  
住 宅 基 金  
介護給付費準備基金 
土 地 開 発 基 金  

建 　 　 物  
土 　 　 地  
基 　 　 金  

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

▲次世代育成支援地域行動計画 

▲小型動力ポンプ付水槽車 

▲愛知万博関連事業（写真上キューバ親睦野球教室、 
写真下キューバ親睦交流会） 

水道事業の 
財政状況 
水道事業の 
財政状況 
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公営企業会計の区分について 

（単位：万円） 

水道事業の 
財政状況 
水道事業の 
財政状況 
水道事業の 
財政状況 

平成１７年３月３１日現在の 

　
平
成
１６
年
度
の
上
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
収

入
・
支
出
の
最
終
予
算
額
は
、
収
入
６
億
８
千
５

万
円
（
前
年
度
比
１
・
３
㌫
減
）
、
支
出
６
億
８

千
５
万
円
（
前
年
度
比
１
・
３
㌫
減
）
で
す
。 

　
ま
た
、
資
本
的
収
入
・
支
出
の
最
終
予
算
額
は
、

収
入
１
億
４
千
３
０
４
万
円
（
前
年
度
比
２１
・
４

㌫
減
）
支
出
２
億
６
千
８
５
１
万
円
（
前
年
度
比

２０
・
８
㌫
減
）
で
す
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
で
。 

　たとえば、お店で物を売り、得た収入は収益的

収入で、その物を仕入れるために支払ったお金は

収益的支出となります。また、そのお店が店舗を

改装するために銀行から融資を受けると資本的収

入となり、大工さんに支払ったお金が資本的支出

となります。 

収益的収支 その事業の経営活動にかかる 
収支のこと 

資本的収支 その事業に必要な施設建設 
などにかかる収支のこと 

科　目 予算額 

<資本的収入および支出>

第１款　資本的収入 ４１.４ 

４１.８ 

１４,３０４ ５,９１５ 

４,７８１ １,９９９ 

８,６５６ ３,０６３ 

７２３ ７２３ 

３５.４ 

１００.０ 

１４４ １３０ ９０.３ 

２６,８５１ １８,９６６ ７０.６ 

１７,９７８ １０,１８３ ５６.６ 

１２６ ３６ ２８.６ 

８,７４７ ８,７４７ １００.０ 

第１項　給水負担金 

第２項　工事負担金 

第３項　出資金 

第４項　県補助金 

第１款　資本的支出 

第１項　建設事業費 

第２項　営業設備費 

第３項　企業債償還金 

収入額 

支出額 

比率 

（％） 

支
　
出 

収
　
入 

（単位：万円） 

科　目 予算額 

<収益的収入および支出>

平成１６年度上水道事業会計予算の執行状況 

第１款　水道事業収益 ９９.７ 

１００.２ 

６８,００５ ６７,７８８ 

６５,６１５ ６５,７５９ 

２,３９０ ２,０２９ 

６８,００５ ６４,６５４ 

８４.９ 

９５.１ 

６４,４６０ ６１,４３１ ９５.３ 

２,９９０ ２,７６７ ９２.５ 

４６９ ４５６ ９７.２ 

８６ ０ ― 

第１項　営業収益 

第２項　営業外収益 

第１款　水道事業費用 

第１項　営業費用 

第２項　営業外費用 

第３項　特別損失 

第４項　予備費 

収入額 

支出額 

比率 

（％） 

支
　
出 

収
　
入 

平成17年6月15日 5
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） 

 

調
査
の
概
要 

　
本
調
査
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態

や
今
後
の
動
向
お
よ
び
市
民
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
等
に
対
す
る
意
識
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
第
３
期
岩
倉
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
１７
年
１
月
下
旬
か
ら
２

月
中
旬
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。 

調
査
の
対
象 

●
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
（
全
数
調
査
）
…
①

居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
②
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者 

●
そ
の
他
の
被
保
険
者
（
無
作
為
抽
出
）
…
④
６５

歳
以
上
一
般
高
齢
者
⑤
４０
〜
６４
歳
一
般
市
民 

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
…
⑥
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
⑦
施
設
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
⑧
居
宅
介
護
支
援

事
業
所 

調
査
結
果 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
全
部
で
４
千
４
４
４
人
、
１

３
２
事
業
所
に
対
し
て
配
布
し
、
２
千
９
８
４
人
、

１
０
２
事
業
所
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
回
収
率

は
平
均
で
６７
・
４
㌫
で
し
た
。 

１
　
共
通
の
質
問
項
目
の
比
較 

　
要
介
護
認
定
結
果
に
対
す
る
満
足
度 

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利

用
者
の
要
介
護
度
は
、
要
支
援
・
要
介
護
１
と
軽

度
の
人
が
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
で
は
要
介
護
３
〜
５
の
重
度

の
人
が
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
要
介
護
認
定
結
果
に
つ
い
て
、
７
〜
８

割
の
人
が
満
足
あ
る
い
は
妥
当
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
（
図
１
）
。 

　
介
護
保
険
制
度
の
認
知
度 

　
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
５
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人

は
、
制
度
に
つ
い
て
「
少
し
知
っ
て
い
る
」
と
い

う
人
が
３
〜
４
割
、
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と
い

う
人
は
１
割
未
満
で
あ
り
、
認
知
度
は
あ
ま
り
高

く
な
い
と
い
え
ま
す
（
図
２
）
。 

　
ま
た
、
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
人
の
う
ち
で

も
、「
介
護
保
険
制
度
の
手
続
き
」
や
「
対
象
者
」

と
い
っ
た
基
本
的
な
項
目
に
つ
い
て
は
６
割
以
上

の
認
知
度
が
あ
り
ま
す
が
、
「
介
護
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
る
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
時
に
制
限
さ

れ
る
」「
要
支
援
の
人
は
施
設
へ
入
所
で
き
な
い
」

等
の
詳
細
事
項
に
な
る
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

（１） 

（２） 

介護保険についてのアンケート 
集計結果をご報告します 

介護保険についてのアンケート 
集計結果をご報告します 

　岩倉市では「老人保健福祉計画及び介護保険事業計画」に基づき、介護サービスを始めとした高齢者福祉サービスを実

施しています。この計画は、３年に１度見直しを行うことになっており、現在、平成１８年度からスタートする第３期計

画の策定に取り組んでいます。この計画に反映させるために、介護保険に関するアンケート調査を実施しました。多くの

皆さんにご協力いただき、ありがとうございました。今回、その集計結果の概要をお知らせします。 

●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 

居宅サービス利用者 
（総数＝４９１人） 

施設サービス利用者 
（総数＝９８人） 

介護サービス未利用者 
（総数＝１２８人） 

満足 

図１　要介護認定結果に対する満足度 

図２　介護保険制度の認知度 

 

まあまあ満足 普通 

やや不満 不満 回答なし 

１３.８ 

４６.９ ９.４ １８.０ 

３９.８ ８.２ １１.２ 

１.０ 

１.６ 

２３.５ 

１２.５ １１.７ ４６.９ ９.４ １７.９ 

１６.３ ３９.８ ８.２ １１.２ 

１９.１ ４９.１ ４９.１ 

８２.０ 

７１.１ 

７９.６ 

１０.２ １０.２ ４.１ ３.７ 

１.０ 

１.６ 

よく知っている 少し知っている 

あまりよく知らない 知らない 回答なし 

６.４ 

４.９ ４２.５ 

２.９ 

４２.６ 

７.８ ３３５.２ ４.７ 

５.３ 

３９.２ ４２.５ １０.５ 

２.９ 

３３.１ ４２.６ １２.６ 

３５.９ ３５.２ １６.４ ４.７ 

５.３ 

介護サービス未利用者 
（総数＝１２８人） 

６５歳以上一般高齢者 
（総数＝１,５９７人） 

４０～６４歳一般市民 
（総数＝４８５人） 
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人
は

割
未
満
で
あ

認
知
度
は
あ
ま

高

　
今
後
（
将
来
）
の
介
護
意
向 

　
今
後
（
将
来
）
ど
の
よ
う
に
介
護
し
て
欲
し
い

か
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
在
宅
で
の
介
護
を
望
む
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
６５
歳
以
上
一
般
高
齢

者
と
４０
〜
６４
歳
一
般
市
民
で
は
、
「
施
設
へ
入
所

し
た
い
」
ま
た
は
、
「
施
設
の
利
用
と
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
双
方
を
活
用
し
た
い
」
と
い
う
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）
。 

　
ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
で
は
、
「
現
在

入
所
し
て
い
る
施
設
で
引
き
続
き
介
護
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
人
が
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向 

　
要
介
護
認
定
者
の
う
ち
要
支
援
・
要
介
護
１
の

人
、
お
よ
び
６５
歳
以
上
一
般
高
齢
者
・
４０
〜
６４
歳

一
般
市
民
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
に
対
し
、

現
在
、
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
新
予
防
給
付
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
意
向
を
た
ず
ね
ま
し
た
。 

　
利
用
意
向
が
高
か
っ
た
の
は
、「
フ
ッ
ト
ケ
ア
」

「
転
倒
予
防
教
室
」
「
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

「
認
知
症
予
防
教
室
」
な
ど
で
し
た
（
図
４
）
。 

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
施
策 

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
要
介
護
認
定
者

で
は
、「
家
族
介
護
支
援
」お
よ
び「
入
所
施
設
の
確

保
」
な
ど
を
求
め
る
意
見
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
６５
歳
以
上
一
般
高
齢
者
と
４０
〜
６４
歳
一

般
市
民
で
は
、「
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」

「
介
護
者
へ
の
支
援
」
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
な
ど
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
（
図
５
、
次
頁
参
照
）
。 

（３） 

（４） 

（５） 

居宅サービス利用者 
（総数＝４９１人） 

介護サービス未利用者 
（総数＝１２８人） 

６５歳以上一般高齢者 
（総数＝１,５９７人） 

筋力向上 
トレーニング 

認知症予防教室 

低栄養予防教室 
（栄養改善） 

口腔ケア（歯みがき 
励行と義歯調整） 

閉じこもり防止 

フットケア 

転倒予防教室 

４０～６４歳一般市民 
（総数＝４８５人） 

図３　今後（将来）の介護意向【施設利用者以外】 

図４　介護予防サービスの利用意向 

在宅で、家族などの手だけで介護してほしい 

居宅サービス利用者（総数＝２８９人） 介護サービス未利用者（総数＝１１４人） 

６５歳以上一般高齢者（総数＝１,５９７人） ４０～６４歳一般市民（総数＝４８５人） 

在宅で、家族などの介護を主としながら、在宅介護サービスを利用したい 

在宅介護サービスを十分利用し、家族などにできるだけ負担のかからないようにしたい 

施設の利用と、在宅介護サービスの双方をうまく使い分けて、介護してほしい 

施設に入所し、そこで介護してほしい 

その他 

分からない 

回答なし 

３．1

３８.５ １０.０ 

１.４ ２.０ 

２３.４ 

２５.８ １０.２ 

０.８ ０.７ 

２６.６ １１.７ 

２４.７ ２２.７ 

０.７ 

４.８ 

２.３ 

２８.０ ２１.０ 

１.４ ０.７ ２.３ 

１１.３ 

８.７ 

３６.７ 
３４.１ 
３２.６ 

５０.９ 

４６.４ 
２８.０ 

４９.１ 

３３.６ 
２３.２ 

３６.６ 

２０.１ 
１７.１ 

３０.５ 
４０.８ 

２７.７ 
１５.９ 

２８.９ 
４４.３ 

３４.３ 
２５.６ 

３２.４ 
４８.９ 

４９.１ 
４０.２ 

３６.４ 
５７.１ 

６４.７ 

３６.１ 

３６.７ 

２８.０ ３０.１ ２１.０ ７.８ 

１.４ ０.７ 

２４.７ ２３.１ ２２.７ ７.５ ５.２ 

０.７ 

２５.８ １３.３ １０.２ １０.９ 

０.８ ０.７ 

３．1

３８.５ １２.４ １０.０ ９.２ 

１.４ ２.０ 

３４.１ 
３２.６ 

５０.９ 

４６.４ 
２８.０ 

４９.１ 

３３.６ 
２３.２ 

３６.６ 

２０.１ 
１７.１ 

３０.５ 
４０.８ 

２７.７ 
１５.９ 

２８.９ 
４４.３ 

３４.３ 
２５.６ 

３２.４ 
４８.９ 

４９.１ 
４０.２ 

３６.４ 
５７.１ 

６４.７ 

３６.１ 
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０（％） 

３０ 
（％） 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
料
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
考
え
方 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
料
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
現
在
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
居
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
介

護
す
る
側
の
立
場
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
４０
〜
６４
歳

一
般
市
民
で
は
、
「
保
険
料
が
多
少
高
く
な
っ
て

も
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
る
こ
と
を
望
む
」
人
が
半

数
を
超
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
未

利
用
者
と
６５
歳
以
上
一
般
高
齢
者
で
は
、
「
サ
ー

ビ
ス
を
抑
え
て
も
保
険
料
を
低
く
す
る
べ
き
」
と

の
考
え
の
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
６
）
。 

２
　
ア
ン
ケ
ー
ト
種
別
ご
と
の
分
析
結
果

の
ポ
イ
ン
ト 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
と
利
用
意
向
を
み

る
と
、
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
訪
問

介
護
」
「
福
祉
用
具
貸
与
」
は
利
用
実
績
、
意
向

と
も
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
福
祉
用

具
購
入
費
の
支
給
」「
短
期
入
所
生
活
介
護
」「
短

期
入
所
療
養
介
護
」
は
実
績
に
対
し
て
意
向
が
大

き
く
伸
び
て
い
ま
す
。 

　
現
在
利
用
し
て
い
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
数
は
、

１
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
人
が
３４
・
８
㌫
で
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
意
向
で
は
、
「
１
サ

ー
ビ
ス
の
み
利
用
し
た
い
」
と
い
う
人
は
１５
・
１

㌫
と
な
り
、
「
５
サ
ー
ビ
ス
以
上
利
用
し
た
い
」

と
い
う
人
が
２６
・
５
㌫
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
要
介
護
度
は
、
初
め

て
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た
時
よ
り
「
要
介
護
度

が
低
く
な
っ
た
」
人
が
１５
・
３
㌫
い
ま
す
が
、「
要

介
護
度
が
高
く
な
っ
た
」
人
の
方
が
２６
・
３
㌫
と

多
く
、
全
般
的
に
重
度
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
が

う
か
が
え
ま
す
。 

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者 

　
現
在
入
所
し
て
い
る
施
設
は
、７
割
以
上
が
「
介

護
老
人
保
健
施
設
」
で

あ
り
、
約
２
割
が
「
介

護
老
人
福
祉
施
設
」
、

約
１
割
が
「
介
護
療
養

型
医
療
施
設
」
と
い
う

状
況
で
す
。 

　
入
所
施
設
の
選
択
方

法
に
つ
い
て
は
、
「
病

院
、
医
師
に
相
談
し
て

選
ん
だ
」
と
い
う
人
が

３２
・
７
㌫
で
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
施
設
入
所
者
の
う
ち

６４
・
２
㌫
の
人
が
、
よ

り
良
い
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
の
希
望

を
持
っ
て
お
り
、
望
む

こ
と
と
し
て
は
、
「
職

員
の
親
切
な
態
度
」
や

「
利
用
者
の
立
場
に
た

っ
た
対
応
」
な
ど
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

っ

・

ア

な
ど
が

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

（６） 

居宅サービス利用者 
（総数＝４９１人） 

 

８５人） 

施設サービス利用者 
（総数＝９８人） 

介護サービス未利用者 
（総数＝１２８人） 

６５歳以上一般高齢者 
（総数＝１,５９７人） 

４０～６４歳一般市民 
（総数＝４８５人） 

図６　介護サービスと保険料のあり方 

サービスが充実すれば、保険料が高くなるのは当然 
サービスが充実すれば、保険料が多少高くなってもやむを得ない 
サービスが多少抑えられても、保険料をある程度低くするべき 
サービスを必要最小限にし、保険料をできる限り低く抑えるべき 
その他 
回答なし 

３８.１ ３８.１ 

２０.４ １１.２ 

２１.９ １２.０ 

２.０ 

２５.３ ２４.３ 

２８.９ １０.９ 

１４.３ ８.２ 

６.１ ４４.６ ２０.４ １１.２ ８.１ ９.６ 

６.１ 

６.３ 

５.１ 

３.９ ４９.３ ２１.９ １２.０ １０.９ 

２.０ 

３１.９ ２５.３ ２４.３ ９.５ ３.９ 

２９.７ ２８.９ １０.９ ６.３ １７.９ 

４９.０ １５.３ ８.２ ４.１ １７.３ 

在宅介護サービスの充実 

介護している人への支援策の充実 

保健・介護に関する相談・教育 
あるいは訪問指導の充実 

健康診査・がん検診の充実 

歯科健診の充実 

高齢者のための医療の充実 

高齢者の雇用や 
ボランティア活動の促進 
趣味や学習、スポーツなどの 

生きがい活動に取り組める環境の整備 

地域に相談できる人の増員 

市民同士の助け合い活動や 
ボランティア活動の育成・支援 
高齢者が気軽に利用できる 

憩いの場の整備・充実 
道路や建物の段差の解消など、 
人にやさしいまちづくりの推進 

外出支援サービス等の充実 

その他 

特にない 

高齢者や障害者にやさしい 
住宅改造等への支援の充実 

施設介護サービスの充実 

ひとり暮らしや支援の必要な 
高齢者のためのサービス 

認知症予防のための事業の充実 

口腔ケアや筋力トレーニング等の 
介護予防のための事業の充実 

図５　今後力を入れるべき高齢者施策【一般高齢者・一般市民】 

６５歳以上一般高齢者（総数＝１,５９７人） ４０～６４歳一般市民（総数＝４８５人） 

３８.４ ３８.４ 
４２.７ 

８.０ 
８.５ 
８.０ 
８.５ 

２１.２ 
２３.３ 

３９.６ 
４２.１ 

３３.８ 
４８.２ 

８.３ ８.３ 
１０.９ 

２６.４ 
２５.８ 

５.０ 
２.１ 

３２.９ 
２６.０ 

１０.０ 
２１.０ 

１７.５ １７.５ 
２６.０ 

１３.２ 
８.０ ８.０ 

１４.９ 

２４.８ 
２３.７ 

２１.９ 
２４.７ 
２７.４ ２７.４ 

６.２ 
７.６ 

１８.４ １８.４ 
１６.９ 

１.４ 
２.７ 
２.６ 

１.０ 

４６.８ 

２６.８ 

２２.１ 

２６.８ 

.１ 
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０ ３０ 
（％） 

２０ １０ 

４０ ５０（％） 

０ ３０ 
（％） 

２０ １０ 

３０ ２０ １０ ０ 

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者 

　
要
介
護
認
定
を
受
け
た
理
由
は
、
「
介
護
の
必

要
性
を
感
じ
て
」
（
５２
・
３
㌫
）
と
「
万
一
に
備

え
る
た
め
」
（
２９
・
７
㌫
）
、
「
医
療
機
関
に
勧

め
ら
れ
て
」
（
２５
・
８
㌫
）
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
要
介
護
認
定
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
在

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
主
な
理
由
は
、

「
現
在
は
自
分
で
何
と
か
で
き
る
か
ら
」
（
４０
・

６
㌫
）と
「
家
族
が
介
護
し
て
く
れ
る
か
ら
」（
３５
・

９
㌫
）
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
の
主
な
介
護
者
は
、
女
性

で
あ
る
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
介
護

者
自
身
が
「
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
」
で
あ
る
ケ
ー

ス
が
半
数
を
占
め
て
お
り
、
「
３
年
以
上
の
長
期

に
わ
た
っ
て
介
護
を
行
っ
て
い
る
人
」
も
４
割
を

超
え
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、１
日
の
介
護
時
間
が
「
２
時
間
以
上
」

と
い
う
人
が
約
３
割
を
占
め
、
肉
体
的
な
負
担
ば

か
り
で
は
な
く
、
精
神
的
な
負
担
な
ど
多
様
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

６５
歳
以
上
一
般
高
齢
者
お
よ
び
４０
〜
６４
歳
一
般

市
民 

　
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

　
岩
倉
市
が
行
っ
て
い
る
保
健
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
６５
歳
以
上
一
般
高

齢
者
に
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
基
本
健
康
診
査
」（
６２
・
４
㌫
）

で
あ
り
、
こ
の
他
で
は
「
各
種
が
ん
検

診
」
「
健
康
づ
く
り
に
関
し
て
の
教
室

や
講
習
会
」
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
も
、
「
基
本
健

康
診
査
」
が
８５
・
７
㌫
で
最
も
高
く
、

「
各
種
が
ん
検
診
」
「
健
康
づ
く
り
に

関
し
て
の
教
室
や
講
習
会
」
が
そ
れ
ぞ

れ
７
割
を
超
え
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
の
利
用
意
向
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
事
業
で
１
割
以
上
の
利
用
意
向
が

示
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
、
「
基
本
健

康
診
査
」
「
脳
検
査
・
脳
ド
ッ
ク
」
な

ど
の
利
用
意
向
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て 

　
４０
〜
６４
歳
一
般
市
民
の
う
ち
、
大
半
の
人
が
日

ご
ろ
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
て
生
活
を
し
て
お
り
、

健
康
に
対
す
る
関
心
は
高
い
と
い
え
ま
す
。
特
に

「
栄
養
へ
の
配
慮
や
休
息
」「
定
期
健
診
の
受
診
」

な
ど
に
心
が
け
て
い
る
人
が
多
い
状
況
で
す
。 

　
健
康
づ
く
り
に
関
し
て
、
今
後
市
に
力
を
入
れ

て
欲
し
い
こ
と
は
、
「
健
康
診
査
・
健
康
相
談
な

ど
の
充
実
」
や
、
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
施
設

の
整
備
・
充
実
」
を
求
め
る
意
見
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
（
図
７
）
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
つ
い
て 

　
近
年
、
市
民
相
互
の
助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
な
ど
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
思
う
か
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

「
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
や
活
動
を
す
す
め
て
ほ
し

い
」
と
そ
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
人
が
約
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
必
要
に
な
っ
た
ら

参
加
し
た
い
」
と
自
ら
活
動
に
参
加
す
る
意
向
を

示
し
て
い
る
人
は
４０
〜
６４
歳
一
般
市
民
で
約
５
割
、

６５
歳
以
上
一
般
高
齢
者
で
も
約
４
割
を
占
め
て
い

ま
す
。 

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
今
後
や
っ

て
み
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
本
人
自
身
に

も
関
わ
り
の
あ
り
そ
う
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
健
康

づ
く
り
」
や
「
高
齢
者
福
祉
」
「
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
」
な
ど
に
関
す
る
活
動
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す（
図
８
）。 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
は 

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま
え
、
現
在
、
岩

倉
市
で
は
第
３
期
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
岩
倉
市
医
師
会
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の
各
団
体
の
代
表
や
市
民
で
組

織
す
る
推
進
委
員
会
（
委
員
長
…
野
口
定
久
日
本

福
祉
大
学
教
授
）
で
検
討
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意

見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
介
護
保
険
制

度
や
高
齢
者
福
祉
・
保
健
制
度
の
運
営
に
活
か
し
、

よ
り
一
層
充
実
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
１
階
の
情
報
サ
ロ

ン
、
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

（１） 

（２） 

（３） 

健康診査、健康相談などの充実 

４０～６４歳一般市民（総数＝４８５人） 

健康に関する情報の提供 

高齢者福祉に関するボランティア活動 

６５歳以上一般高齢者（総数＝１,５９７人） ４０～６４歳一般市民（総数＝４８５人） 

障害者福祉に関するボランティア活動 

健康づくりに関するボランティア活動 

子どもの教育、世話に関するボランティア活動 

防災・防犯に関するボランティア活動 

環境保全に関するボランティア活動 

文化・スポーツ振興に関するボランティア活動 

その他 

健康に関する講演会、 
イベントなどの開催 

運動施設、公園など、健康づくりの 
ための施設の整備・充実 

スポーツ・レクリエーション 
活動の推進 

保健推進員などの育成 

その他 

特にない 

介

介護

保健

健

高

生き

地

市
ボラ
高

道路
人に

外

高
住

ひと

認知

口腔
介

図７　健康づくりに関して力をいれて欲しいこと 

現在取り組んでいる活動 今後新たにやってみたい活動 

図８　現在取り組んでいる・今後やってみたいボランティア活動 

４３.３ ４３.３ 
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１２.２ 
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１７.１ 

１７.１ 

２２.１ 
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０.２ 
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４.５ １３.０ 

４.１ １３.０ 
２.３ 
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５.４ １６.７ 
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８.２ 

１.０ 
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１７.５ 

１７.１ 

１７.１ 

２２.１ 
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岩
倉
市
の
保
育
園
の
園
児
数
は
４
月
１
日
現
在

で
６
２
２
人
、保
育
士
数（
パ
ー
ト
職
員
を
含
む
）

は
１
２
３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
保
育
の
充
実
を
図
り
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
国
の
基

準
を
超
え
て
職
員
の
配
置
を
行
い
、
そ
の
費
用
を

負
担
し
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
の
保
育
に
要
す
る
予
算
は
８
億
６
千
５

３
３
万
円
で
、
児
童
１
人
当
た
り
に
す
る
と
年
１

３
９
万
１
千
２
１
７
円
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。 

　
そ
の
う
ち
、
保
育
料
と
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
予
算
の
総
額
は
１
億
３
千

９
１
８
万
円
で
、
児
童
１
人
当
た
り
年
額
２２
万
３

千
７
７
０
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
残
り
は
市
が
７
億
１
千
３
２
８
万
円
、
国
・
県

が
１
千
２
８
７
万
円
を
負
担
し
て
い
ま
す
（
表
の

と
お
り
）
。 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

０
）
ま
で
。 

 

、

平
成
１７
年
度
の
保
育
園
運
営 

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

保育園の運営費（平成１７年度予算） 

公費負担 保護者負担 

市費負担金 
７億１,３２８万円 

（児童１人当たり年１,１４６,７３６円） 

保育料 
１億３,９１８万円 
（児童１人当たり 
年２２３,７７０円） 

国・県費補助金　１,２８７万円 
（児童１人当たり 年２,０６９円） 

岩倉市で実際の保育に要する経費（８億６,５３３万円） 

８２.４３% １６.０８%
１.４９%

平成１７年４月１日現在の園別園児数と保育士数（園児数には自由契約児を含みます） 

保育園職員配置基準 

平成１７年４月１日現在の年齢別園児数 

保育園名 

保育士 

ベース保育士 
（クラス担任） 

予備保育士 

延長保育士 

障害児加算 4：1

保健師・看護師 

保育士は、乳児と幼児に各1人を配 
置し、それ以上必要な場合はパート 
職員を配置 

0歳児が入所する園に1人（保育士の内数） 

保育園１園につき２人 
（国の事業として実施する園） 

中部 北部 南部 東部 西部 仙奈 下寺 合計 

園児数 127 53 84 114 60 92 92 622

保育士数 

※保育士数の（  ）はパート職員内数 

21（9） 8（1） 21（10） 21（9） 9（3） 21（10） 22（10） 123（52） 

年　齢 

職　　名 岩倉市の基準 国の基準 

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計 

人　数 20 58 80 154 130 180 622

（単位：人） 

（単位：人） 

ベース保育士と延長保育士の正規の 
合算数を基準 

0歳児 
1歳児 
2歳児 
幼児（3～5歳児） 

3：1 
4：1 
6：1 
20：1

0歳児 
1歳児 
2歳児 
3歳児 
4歳児 
5歳児 

3：1 
4：1 
6：1 
20：1 
25：1 
30：1

（児童：保育士） 
3：1 

6：1 
 

20：1 
 

30：1

（児童：保育士） 
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と
お
り
）
。 

　 

      

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
採
用

す
る
職
員
採
用
候
補
者
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

１
次
試
験 

●
と
き
　
７
月
２４
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
３

時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

●
試
験
内
容
　
教
養
筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
体

力
測
定
、
作
文 

※
な
お
、
１
次
試
験
合
格
者
に
は
、
後
日
２
次
試

験
を
行
い
ま
す
。 

受
験
手
続 

●
受
付
期
間
　
６
月
１５
日
　
〜
２７
日
　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
） 

●
提
出
書
類
　
岩
倉
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験
申

込
書
（
市
指
定
用
紙
） 

●
受
験
票
の
交
付
　
提
出
書
類
を
受
理
し
た
と
き

に
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。 

●
郵
送
に
よ
る
手
続
方
法
　
申
込
書
の
請
求
を
す

る
人
は
、
封
筒
に｢

申
込
書
請
求｣

と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受

験
申
し
込
み
を
す
る
人
は
、
封
筒
に
「
受
験
申
し

込
み
」
と
朱
書
き
し
、
関
係
書
類
と
５０
円
切
手
を

貼
っ
た
受
験
票
（
住
所
・
氏
名
明
記
）
を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
（
受
験
申
し
込
み
は
受
付
期
間

内
必
着
で
す
）
。 

　
な
お
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
申
込
書
の

様
式
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

★
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.iw

a
ku
ra
.a
ic
h
i.jp
/ 

●
申
込
受
付
　
岩
倉
市
総
務
部
秘
書
課
人
事
係

（
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
岩
倉
市
栄
町
１
―
６６
）  

●
給
料
等
　
岩
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

お
よ
び
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

●
問
合
先
　
秘
書
課
人
事
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

１
）
ま
で
。 

　 

      

　
岩
倉
市
で
は
資
源
を
大
切
に
し
、
ご
み
を
減
ら

す
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
を
今
年

１０
月
か
ら
収
集
し
ま
す
。 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
と
は 

　
商
品
を
入
れ
た
容
器
や
包
装
で
商
品
が
消
費
さ

れ
た
り
、
分
離
さ
れ
た
場
合
に
不
要
と
な
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
で
す
。 

　
例
え
ば
、
カ
ッ
プ
、
ケ
ー
ス
、
ポ
リ
袋
、
ト
レ

イ
、
ラ
ッ
プ
類
、
ネ
ッ
ト

類
等
が
あ
り
ま
す
が
、
上

の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る

も
の
は
、
す
べ
て
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。 

ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
か 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
の
原
料
と
な

る
ほ
か
、
鉄
を
造

る
と
き
の
還
元
剤

等
と
し
て
再
利
用

さ
れ
ま
す
。 

●
地
区
説
明
会
を

開
催
し
ま
す 

　
地
区
説
明
会
や

団
体
向
け
の
説
明

会
等
を
開
催
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
詳
し
く
説

明
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。 

ご
み
出
し
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す 

　
ご
み
は
、
収
集
日
の
朝
８
時
３０
分
ま
で
に
、
決

め
ら
れ
た
集
積
場
に
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
と
一
番
迷
惑
さ
れ
る
の

は
集
積
場
付
近
の
皆
さ
ん
で
す
。 

燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
は
必
ず
市
の
指
定
袋
で 

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
や
紙
袋
に
入
れ
て
出
す
の
は
ル

ー
ル
違
反
で
す
。 

分
別
収
集
に
ご
協
力
を 

　
缶
類
・
び
ん
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
資
源
に

な
る
も
の
、
粗
大
ご
み
以
外
の
不
燃
物
（
埋
立
ご

み
、
小
型
ご
み
）
、
蛍
光
管
な
ど
は
各
地
区
毎
月

１
回
の
分
別
収
集
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
に
さ
ら
な
る
ご
協
力
を 

　
新
聞
も
チ
ラ
シ
も
、
雑
誌
類
も
、
段
ボ
ー
ル
も
、

紙
製
容
器
な
ど
雑
が
み
も
古
紙
類
は
ご
み
で
は
な

く
資
源
で
す
。
廃
品
回
収
や
分
別
収
集
に
、
そ
し

て
古
紙
と
古
着
の
日
に
も
っ
と
古
紙
を
「
資
源
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
古
紙
は
、
①
新
聞
紙
と
折
込
チ
ラ
シ
②
段
ボ
ー

ル
③
雑
誌
類
④
紙
製
容
器
な
ど
雑
が
み
に
分
け
て
、

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
市
役
所
（
市
民
窓
口
課
）
・

公
民
館
・
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
・
岩
倉
団
地

自
治
会
事
務
所
・
清
掃
事
務
所
の
５
か
所
で
回
収

し
、
所
定
の
枚
数
で
記
念
品
と
交
換
し
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
清
掃
事

務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。 

（日） 

（水） 

（月） 

平
成
１８
年
４
月
１
日
採
用
予
定 

職
員
採
用
候
補
者
試
験
を 

実
施
し
ま
す 

10
月
１
日
か
ら 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装 

を
収
集
し
ま
す 

保

平

保育

平

保

※

事　務　職 
（一般行政職） 

職　種 受　験　資　格 採用人数 

（注）１．地方公務員法第１６条（欠格条項）の規定に該当する人は、受験で 
きません。 
２．看護師の職務については、保育園における乳児（０歳児）保育および乳 
幼児の健康管理・指導。 

看　護　師 
 

消　防　職 

短大卒業以上または卒業見込みの
人で、昭和５０年４月２日以降に
生まれた人 

看護師資格を有するかまたは取得
見込みの人で、昭和５０年４月２
日以降に生まれた人 

短大卒業以上または卒業見込みの
人で、昭和５５年４月２日以降に
生まれた人 

試
　
験
　
区
　
分 

３人 

１人 

１人 
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梅
雨
時
に
は
、
し
ば
し
ば
集
中
豪
雨
に
よ
る
災

害
が
起
こ
り
ま
す
。 

　
特
に
、
こ
の
時
期
の
大
雨
の
特
徴
は
、
局
地
的

に
降
る
こ
と
と
、
い
つ
ど
こ
で
降
り
だ
す
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
「
ゲ
リ
ラ
的
」
「
突
発
的
」
な
性

質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
ま
た
、
寝
静
ま
っ
た
夜
に
起
こ
る
事
も
多
く
、

災
害
の
規
模
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。 

雨
が
強
く
な
っ
た
ら
気
象
情
報
に
も
注
意
し
て 

　
梅
雨
時
は
、
長
雨
な
ど
で
地
盤
が
緩
ん
で
い
た

り
す
る
の
で
、
強
い
雨
が
降
り
始
め
た
ら
、
厳
重

な
警
戒
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
、
気
象
台
が
発
表
す
る
雷
注
意
報
、

大
雨
警
報
な
ど
で
す
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
つ
け

て
、
注
意
報
や
警
報
な
ど
の
気
象
情
報
に
十
分
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
記
録
的
な
雨
量
を
観
測
し

た
場
合
は
、
直
ち
に
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
こ
れ
ら

に
関
す
る
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
電
話
で
の
天
気
予
報
（
１
１
７
番
）
で
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
大
雨
に
関
す
る
注
意

報
や
警
報
が
出
て
い
な
い
か
確
か
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
。 

非
常
持
ち
出
し
袋
の
確
認
を 

　
い
ざ
と
い
う
時
の
災
害
に
も
あ
わ
て
な
い
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な
も
の
を
非
常
持
ち

出
し
袋
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

★
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
予
備
の
電
池
、
当

面
の
食
料
品
、
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
、
応
急
医

薬
品
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
そ
の
他
お
金
な
ど
の
必
要

最
小
限
の
携
帯
品 

確
認
し
て
く
だ
さ
い
皆
さ
ん
の
避
難
施
設 

　
岩
倉
市
で
は
、
３８
か
所
の
避
難
施
設
を
指
定
し

て
い
ま
す
（
次
頁
参
照
）
。 

　
台
風
や
各
種
警
報
が
発
表
さ
れ
て
災
害
の
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

こ
れ
ら
の
施
設
を
開
放
し
ま
す
。 

　
こ
の
避
難
施
設
は
、
安
全
で
正
確
な
情
報
の
拠

点
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
避
難
命
令
が
出
た
場
合
は
皆
さ
ん
の
安

全
な
避
難
施
設
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
避
難
命
令
が
出
る
前
に
避
難
を
し
た
い

人
は
市
役
所
（
☎
６
６
―
１
１
１
１
）
、
消
防
署

（
☎
３
７
―
５
３
３
３
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災
係
（
☎

３
７
―
５
３
３
３
）
ま
で
。 

 

　 

     

　
近
年
の
救
急
出
動
の
増
加
に
よ
り
救
急
車
が
不

足
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
救
急
車
は
、
急
い
で
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
や
、
他
に
病
院
へ
迅
速
に
搬
送
す

る
手
段
が
な
い
場
合
に
利
用
す
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
単
に
交
通
の
手
段
な
ど
で
救
急

車
を
利
用
す
る
と
、
重
症
や
危
篤
な
患
者
の
搬
送

に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
、
助
け
合
い
の
精
神
で
正
し
い
救
急
車

の
利
用
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
病
院
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

に
よ
る
案
内
の
ほ
か
、
愛
知
県
広
域
災
害
・
救
急

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
診
察
で

き
る
病
院
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

★
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
…
☎
０
５
８
６
―
７
２
―

１
１
３
３ 

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w

w
w
.q
q
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
 

●
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
）
ま

で
。 

 

　 

     

　
空
き
巣
や
車
上
ね
ら
い
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
起

き
て
い
ま
す
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
防
犯
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
犯
罪
の
発
生
を
抑
制
す
る

大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
現
在
、
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
行
政
・
警
察
と
一
緒
に
「
安
全
・

安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
っ
て
犯
罪
の
抑
制
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
「
防
犯
表
示
板
」
を
作
成

し
て
各
戸
の
門
扉
や
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
公
園
、

通
学
路
な
ど
に
取
り
付
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
「
地
域
の
安
全
は
自
ら
の
手

で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
防

犯
意
識
を
高
め
、
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
「
防
犯
表
示
板
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
隣
人

警
察
即
応
」
と
は
、
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
隣
人

が
お
互
い
協
力
し
合
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
・
警
察
が
連
携
し
て
す
ば
や
く
対
応
す
る
と
い

う
意
味
で
す
。 

●
問
合
先
　
江
南
警
察
署
岩
倉
幹
部
交
番
（
☎
５

６
―
０
１
１
０
）
ま
た
は
、
行
政
課
交
通
防
犯
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に 

集
中
豪
雨
に
気
を
つ
け
ま
し 

ょ
う 

正
し
い
救
急
車
の
利
用
を 

心
が
け
ま
し
ょ
う 

「
防
犯
表
示
板
」
を
活
用
し
、 

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
！ 
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石仏駅石仏駅 
石仏会館石仏会館 

至
犬
山

至
犬
山 

至
名
古
屋

至
名
古
屋 

井上会館井上会館 

八剱会館八剱会館 

神野会館神野会館 

中野会館中野会館 

泉会館泉会館 中部保育園中部保育園 
老人憩老人憩の家 

東町会館東町会館 

大上市場会館大上市場会館 

地域交流地域交流センター 
（くすのきの家） 

地域交流地域交流センター 
（みどりの家） 

第五児童館第五児童館 

第四児童館第四児童館 

消防本部消防本部・消防署消防署 

東新町公会堂東新町公会堂 
JAJA愛知北岩倉支店愛知北岩倉支店 

南部老人憩南部老人憩の家 

岩倉総合高校岩倉総合高校 

岩倉中学校岩倉中学校 

南部中学校南部中学校 

野寄町公会堂野寄町公会堂 

希望希望の家 

曽野町公会堂曽野町公会堂 

川井町公会堂川井町公会堂 
大山寺駅大山寺駅 

曽野小学校曽野小学校 

大市場町公会堂大市場町公会堂 

岩倉市役所岩倉市役所 

岩倉駅岩倉駅 

岩倉南小学校岩倉南小学校 

ふれふれあいセンター 

保健保健センター 

北島町公会堂北島町公会堂 

総合体育文化総合体育文化センター 

県道春県道春日井一宮線井一宮線 

県
道
名
古
屋
江
南
線

県
道
名
古
屋
江
南
線 

県道浅野羽根岩倉線県道浅野羽根岩倉線 岩倉北小学校岩倉北小学校 
岩倉東小学校岩倉東小学校 

国道国道155155号 

矢
戸
川

矢
戸
川 

五
条
川

五
条
川 

五条川小学校五条川小学校 

名神高速道路名神高速道路 

公民館公民館 下寺保育園下寺保育園 

Y

石仏駅 
石仏会館 

至
犬
山 

至
名
古
屋 

井上会館 

八剱会館 

神野会館 

中野会館 

泉会館 中部保育園 
老人憩の家 

東町会館 

大上市場会館 

地域交流センター 
（くすのきの家） 

地域交流センター 
（みどりの家） 

第五児童館 

第四児童館 

消防本部・消防署 

東新町公会堂 
JA愛知北岩倉支店 

南部老人憩の家 

岩倉総合高校 

岩倉中学校 

南部中学校 

野寄町公会堂 

希望の家 

曽野町公会堂 

川井町公会堂 
大山寺駅 

曽野小学校 

大市場町公会堂 

岩倉市役所 

岩倉駅 

岩倉南小学校 

ふれあいセンター 

保健センター 

北島町公会堂 

総合体育文化センター 

県道春日井一宮線 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

県道浅野羽根岩倉線 岩倉北小学校 
岩倉東小学校 

国道155号 

矢
戸
川 

五
条
川 

五条川小学校 

名神高速道路 

公民館 下寺保育園 

Y

第三児童館第三児童館 第三児童館 

　
い
ざ
と
い
う
時
の
災
害
に
も
あ
わ
て
な
い
よ
う

　
救
急
車
は
、
急
い
で
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば

力
い
た
だ
き
、
行
政
・
警
察
と
一
緒
に
「
安
全
・

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

名　　称 所　在　地 電　　話 

 
 
６６ー３１２５ 
 
 
 
 
３７ー０４１６ 
３７ー３８３４ 
６６ー２３１１ 
６６ー２２２２ 
３７ー１２２１ 
 
 
３８ー１１０６ 
３７ー３１３５ 
３７ー３１１１ 
６６ー０８１７ 
 
３７ー１２０８ 
６６ー１１１１ 

井上会館 
石仏会館 
五条川小学校 
八剱会館 
神野会館 
中野会館 
泉会館 
中部保育園 
老人憩の家 
岩倉東小学校 
総合体育文化センター 
岩倉北小学校 
東町会館 
大上市場会館 
地域交流センター（くすのきの家） 
ふれあいセンター 
JA愛知北岩倉支店 
第五児童館 
東新町公会堂 
岩倉中学校 
岩倉市役所 

井上町東畑田１５６－１ 
石仏町中屋敷５９７－１ 
神野町郷浦１８ 
八剱町郷８１ー１ 
神野町平久田４１ 
東町馬出５８ー２ 
泉町西新溝廻間１ー７ 
本町畑中６５ 
東町東市場屋敷２０１ 
東町掛目１ 
鈴井町下新田１２３ 
本町南新溝廻間２ 
東町東市場屋敷３５１ー１ 
宮前町１ー２ 
中本町西出口１５ー１ 
西市町無量寺２ー１ 
本町神明西１１ 
東新町南江向２４ー５ 
東新町釜之口１ー１ 
西市町竹之宮２４ 
栄町１ー６６ 

６６ー６７００ 
３７ー３８３２ 
３７ー３５１１ 
３７ー４１４１ 
 
６６ー１００８ 
３７ー０２５７ 
６６ー３３０９ 
 
 
３７ー０４９７ 
６６ー３１８１ 
３７ー６８１５ 
 
６６ー３２１４ 
３７ー４１９１ 
 

地域交流センター（みどりの家） 
第三児童館 
保健センター 
岩倉総合高校 
北島町公会堂 
岩倉南小学校 
公民館 
下寺保育園 
大市場町公会堂 
野寄町公会堂 
南部老人憩の家 
南部中学校 
第四児童館 
曽野町公会堂 
曽野小学校 
希望の家 
川井町公会堂 

中央町２ー２０ 
下本町下市場２７ 
旭町１ー２０ 
北島町川田７００ 
北島町宮東１２９７ 
大地町小森９３ー１ 
昭和町２ー１７ 
下本町下寺廻１０７ー１ 
大市場町郷廻１８４ー３ 
野寄町屋敷９２２ 
大地町郷前３２ 
曽野町江毛１ 
稲荷町羽根２４ー３ 
曽野町宮前１ 
曽野町井森１ 
川井町江崎３８１９ー１ 
川井町井上１３０８ 

岩 倉 市 の 避 難 施 設 岩 倉 市 の 避 難 施 設 岩 倉 市 の 避 難 施 設 

N
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●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

      

　
任
期
満
了
に
伴
う
岩
倉
市
農
業
委
員
会
委
員
の

一
般
選
挙
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

●
告
示
日
　
７
月
３
日
　 

★
立
候
補
受
付
時
間
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時 ●
投
票
日
お
よ
び
投
票
時
間
　
７
月
１０
日
　
午
前

７
時
〜
午
後
８
時 

●
期
日
前
投
票
期
間
お
よ
び
時
間
　
７
月
４
日
　

〜
９
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時 

●
投
票
所
　
岩
倉
市
役
所 

●
手
続
き
等
　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
で
届
出
用
紙
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
に

は
、
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
３
８

―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

　 

      

　
今
年
は
戦
後
６０
年
と
、
岩
倉
市
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
を
し
て
か
ら
１０
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
平
和
事
業
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
市
役
所
と
公
民
館
に
「
平

和
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
は
、平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
折
り
紙
で
「
鶴
」

を
折
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
折
り
紙
を
用
意
し
て
い

ま
す
。 

　
皆
さ
ん
に
折
っ
て
い
た
だ
い
た
鶴
は
８
月
６
日

　
に
広
島
市
で
開
催
さ
れ
る
、
広
島
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
平
和
記
念
式
典
へ
、
中
学
生
平
和
祈
念
派
遣

団
を
通
じ
て
捧
げ
ま
す
。 

●
開
設
期
間
　
６
月
１５
日
　
〜
７
月
１５
日
　 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、
公
民
館 

※
市
役
所
閉
庁
日
・
公
民
館
閉
館
日
は
除
く
。 

●
問
合
先
　
秘
書
課
秘
書
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

１
）
ま
で
。 

　 

      

　
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
亡
く

な
っ
た
人
の
８
割
以
上
が
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
圧

迫
死
や
窒
息
死
で
し
た
。
特
に
昭
和
５６
年
以
前
の

旧
建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
１０
月
２３
日
に
発
生
し
ま
し
た
新
潟

県
中
越
地
震
で
も
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
ま

た
、
数
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
被
害
を
受
け
ま
し

た
。 

　
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
住
宅
の

耐
震
診
断
に
よ
り
わ
が
家
の
耐
震
性
を
知
り
、
耐

震
補
強
を
す
る
な
ど
必
要
な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断 

　
岩
倉
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅
の
無
料

耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
建
築
物 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨
造
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象
外
） 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、伝
統
構
法（
ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル
構
法
な
ど
は
対
象

外
） 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共

同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象
外
） 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し
て
あ
る

簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自
己
診
断
を
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
　
　
　
　
　
　 

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
補
助 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を

実
施
す
る
人
に
対
し
て
、
耐
震
改
修
工
事
費
を
補

助
し
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
建
築
物 

①
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
に
お
い
て
、

総
合
判
定
が
０
・
７
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

総
合
判
定
を
１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事 

②
　
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
住

宅
耐
震
（
現
地
）
診
断
に
お
い
て
、
得
点
が
６０
点

未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
岩
倉
市
の
耐
震
診

断
基
準
に
よ
る
総
合
判
定
を
１
・
０
以
上
と
す
る

耐
震
改
修
工
事
（
た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事
以
外

の
工
事
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
） 

●
補
助
の
金
額
　
１
棟
あ
た
り
６０
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ

の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

３
）
ま
で
。
　 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（日） 

（日） 

（月） 

（水） 

（金） 

（土） 

（財） 

（土） 

岩
倉
市
農
業
委
員
会
委
員
の 

一
般
選
挙
を
行
い
ま
す 

伝
え
続
け
よ
う
平
和
へ
の
想
い 

〜
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め 

折
り
鶴
を
折
り
ま
せ
ん
か
〜 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
対
象 

無
料
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
工 

事
に
補
助
し
ま
す 

よくある介護保険についてのＱ＆Ａ 
【Ｑ】なぜ、要介護（要支援）認定の有効期間があるのですか？ 
【Ａ】「要介護状態」とは、身体または、精神の障害のために、入浴、
排泄、食事等、日常生活での基本的な動作について、６か月にわたり継
続して、常時介護を要すると見込まれる状態をいいます。 
　高齢者は心身の状況が変化しやすいため、原則、新規申請は６か月、
更新申請は１２か月ごとに状態の見直しを行っています。 
　有効期間内に病気やけがなどで身体の状況が変わり、介護の手間がか
かるようになった時、あるいは、逆にかからなくなる等、要介護度の区
分変更が必要となったと認められる場合は申請ができますので、ケアマ
ネジャーか生きがい課までご相談ください。 
●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 
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●
市
政
の
窓
●
 

　 

      

　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
に
よ
る
ポ
ッ
プ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
映
画
音

楽
特
集
を
お
贈
り
し
ま
す
。 

●
と
き
　
７
月
９
日
　
開
場
…
午
後
６
時
、
開
演

…
午
後
６
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
指
揮
　
佐
々
木
　
修 

●
曲
目
　

オ
ペ
ラ
座

の
怪
人
、

ロ
ー
ド
・

オ
ブ
・
ザ
・

リ
ン
グ
、

シ
ェ
ー
ン
、

蒲
田
行
進

曲
、
踊
る

大
捜
査
線

　
ほ
か 

●
入
場
料
　
一
般
１
千
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

７
０
０
円
（
全
自
由
席
） 

※
な
お
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

       

●
利
用
期
間
　
７
月
２
日
　
〜
８
月
３１
日
　 

　
た
だ
し
、
７
月
２
日
　
か
ら
１８
日
　
ま
で
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。 

●
利
用
時
間 

★
午
前
の
部
…
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
３０
分
（
た

だ
し
、
入
場
受
付
は
午
前
１１
時
３０
分
ま
で
） 

★
午
後
の
部
…
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時
（
た
だ
し
、

入
場
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
） 

●
入
場
料 

★
大
人
（
高
校
生
以
上
）
…
１
回
２
０
０
円 

★
小
人
（
小
・
中
学
生
）
…
１
回
１
０
０
円 

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
が
、
保
護
者
は
水
着
で

入
場
（
有
料
）
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
ま
で
。
　 

       

　
い
わ
く
ら
塾
で
は
、
作
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
「
法

話
・
坐
禅
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。 

●
と
き
　
７
月
３
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１

時 ●
と
こ
ろ
　
向
陽
寺
（
北
島
町
） 

●
対
象
　
小
・
中
学
生
（
親
子
で
の
参
加
も
可
） 

●
内
容
　
法
話
、
坐
禅
、
文
化
財
の
紹
介
、
食
事

作
法
（
お
粥
、
漬
物
） 

●
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
（
当
日
集
め
ま
す
） 

●
募
集
人
数
　
２０
人 

●
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
お
茶
な
ど 

●
締
切
日
　
６
月
２６
日
　
（
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
） 

●
申
込
方
法
　
各
児
童
館
、
向
陽
寺
（
☎
３
７

―
０
６
９
３
）
に
申
込
用
紙
が
お
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

●
主
催
　
い
わ
く
ら
塾 

●
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
問
合
先
　
福
冨
（
☎
　
３
７
―
２
５
３
２
）
ま

た
は
、
向
陽
寺
ま
で
。 

（土） 

（土） 
（土） 

（月） 

（水） 

（日） 
（日） 

第
９
回 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団 

ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
〜
懐
か
し
の
映
画
音
楽
〜 

７
月
２
日
　
か
ら 

市
営
大
地
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン 

（土） 

作
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！ 

法
話
・
坐
禅
体
験
教
室 

さ
　
さ
　
き 

お
さ
む 

ロビーコンサート情報 
 　市役所１階ミニステージで、毎月第４日曜日にロビーコンサ

ートを開催しています。６月は太棹三味線をお贈りします。入

場は無料です。 

【北海道・東北地方　太棹三味線の世界】 
●と　き　６月２６日（日）午前１０時３０分～午前１１時３０分 

●出演者　舩橋靖和（舩橋楽器資料館館長） 

●主な曲　道南くどき／北海道、津軽じょんがら節／青森、南

部よしゃれ節／岩手、秋田おばこ／秋田、花笠音頭／山形、会

津磐梯山／福島　ほか 

●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９）まで。 

　浄化槽は的確に維持管理（保守点検、清掃）が行われないと隣近所に迷惑をかけることにな
ります。浄化槽は、法律により保守点検、清掃、法定検査をすることが定められています。浄
化槽の保守点検は、浄化槽が正常に働いているかを定期的に点検するものです。 
　保守点検は、愛知県登録の浄化槽保守点検業者に、法定検査は、愛知県の指定検査機関であ
る　愛知県浄化槽協会春日井業務所（☎０５６８―５３―３７２１）に依頼してください。 
　また、浄化槽の清掃は年１回以上の清掃を必ず行いましょう。清掃は、岩倉市の許可業者の
　アイホク（☎６６―２１１２）が行っています。 
　し尿や浄化槽汚泥の中に異物などが混入していますと、し尿処理施設の処理能力が著しく低
下してしまいます。異物などをトイレに流すことのないよう、また、浄化槽が正常な状態であ
るように維持管理に努めてください。 
●問合先　環境保全課環境啓発係（☎３８―５８０８）まで。 

浄化槽を正しく維持管理しましょう 

ふなはしやすかず 

（社） 

（株） 
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●
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

  
　
み
ど
り
の
家
で
は
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
目
的
に
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
」

を
開
き
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
１
日
　
午
前
１１
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
定
員
　
３０
組 

▼
対
象
　
幼
児
と
そ
の
保
護
者 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
６
月
１７
日
　
か
ら
、

み
ど
り
の
家
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
６
月
は
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌

う
こ
と
が
大
好
き
な
仲
間
が
集
ま
っ

て
結
成
し
た
、
「
い
わ
く
ら
フ
ォ
ー

ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
の
皆
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
路
上
ラ
イ
ブ
の
経

験
者
あ
り
、
歌
や
お
し
ゃ
べ
り
が
大

好
き
な
人
あ
り
で
、
と
っ
て
も
ユ
ニ

ー
ク
な
楽
し
い
仲
間
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
６
月
２６
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
い
わ
く
ら
フ
ォ
ー
ク
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー 

▼
演
奏
曲
　
昔
懐
か
し
い
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
か
ら
最
新
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
ま
で 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
桜
ま
つ
り
写
生
大
会
・
写
真 

　
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
示 

  
　
４
月
１
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
桜
ま

つ
り
期
間
中
に
行
っ
た
、
幼
児
・
小

学
生
写
生
大
会
と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

▼
と
き
　
７
月
４
日
　
〜
８
日
　
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時
（
４
日
　

は
午
前
１０
時
か
ら
、
８
日
　
は
午
後

４
時
ま
で
） 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー 

写
生
大
会
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

▼
と
き
　
６
月
２１
日
　
〜
７
月
１
日

　
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時
（
７
月
１

日
　
は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示
ホ
ー

ル
（
６
月
２７
日
　
・
３０
日
　
は
休
館

で
す) 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６

６
―
３
４
０
０
）
ま
た
は
、
商
工
農

政
課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８

１
２
） 

  

●
夏
の
ミ
ニ
花
展 

  

　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
で
は
、
次
の

と
お
り
夏
の
ミ
ニ
花
展
を
開
催
し
ま

す
。 

▼
と
き
　
６
月
２５
日
　
・
２６
日
　 

▼
と
こ
ろ
　
ユ
ニ
ー
ラ
ブ
ミ
ー
ル
館

１
階
通
路 

▼
主
催
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
社

本
（
☎
３
７
―
１
６
８
６
） 

         

●
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出 

  
　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
郵
送
で
お
送
り
す
る
今
年
度

の
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
６
月
３０

日
　
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
現
況
届
は
、
手
当
が
引
き
続

き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
た
め
に
、
受
給
者
の
所
得
や
児
童

の
監
護
・
養
育
の
状
況
を
お
知
ら
せ

い
た
だ
く
大
切
な
届
け
で
す
。
必
ず

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
届
け
が
出
さ
れ
な
い
と
、
６
月
以

降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の 

★
児
童
手
当
現
況
届 

★
印
鑑 

★
厚
生
年
金
加
入
の
人
は
受
給
者

（
保
護
者
）
の
保
険
証
の
コ
ピ
ー 

★
平
成
１７
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住

所
が
な
か
っ
た
人
は
、
平
成
１７
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
税
務
課
等

で
発
行
の
平
成
１７
年
度
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
） 

、

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（日） （火） 

（金） 

（金） 

（金） 

（金） 
（金） 

（月） 

（木） 

（土） 

（日） 

（木） 

（金） 

（月） 

（月） 

 

 
国民健康保険からのお知らせ 

　第５期分（納期限８月３１日（水））からコンビ

ニエンスストアでも納付できるようになります。 

　詳しくは、８月１日号の広報でお知らせします。 

　問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８―５８

０７） 

▼
 

手続き 

催し  

★６月３０日(木)は国民健康保険税第３期の納期限です★  
お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を 
６月２９日(水)までにご確認ください。なお、納期限後２０日以内に納付が 
ない時は、督促状を発送しますので督促手数料５０円が加算されます。 
　問合先　市民窓口課保健医療係（☎３８―５８０７） 

▲
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月・日 

曜
日 時間 

○印に講習会を開催します。 

８月 

１０：３０～１２：００ 

１９：３０～２１：００ 

６日 ７日 １３日 １４日 １７日 

水 日 土 日 土 

２日 

火 

　
６
月
は
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌

▼
と
き
　
６
月
２１
日
　
〜
７
月
１
日

人
は
、
郵
送
で
お
送
り
す
る
今
年
度

　 

 
●
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費 

　
制
度 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
愛
知
県
が
認
可
す

る
私
立
幼
稚
園
へ
通
う
園
児
の
保
護

者
に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。 

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金 

▼
対
象
　
愛
知
県
が
認
可
す
る
私
立

幼
稚
園
に
在
園
し
、
岩
倉
市
に
住
所

が
あ
る
園
児
の
保
護
者 

▼
補
助
金
額
　
園
児
の
属
す
る
世
帯

の
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。 

▼
申
請
方
法
　
６
月
中
に
幼
稚
園
を

通
じ
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
申
請
用

紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
在
園
す

る
幼
稚
園
を
通
じ
て
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
６
月
中
旬
ま
で
に
申
請
用

紙
が
幼
稚
園
よ
り
届
か
な
い
場
合
は
、

学
校
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

▼
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
８
） 

  

●
差
し
押
さ
え
済
み
電
話 

　
加
入
権
の
公
売
　
　
　
　
　 

  

　
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者

の
差
し
押
さ
え
済
み
電
話
加
入
権
を

公
売
し
ま
す
。 

　
入
札
に
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
税
務
課

で
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
２９
日
　
午
前
１１
時
〜

１１
時
１０
分 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
３
階
会
議
室
３ 

▼
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
６
） 

  

　 

 

●
愛
知
県
産
柱
材
の
一
部
無

　
償
提
供 

  

　
愛
知
県
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
在
来
工
法
木
造
住
宅
に
使
用
す
る

柱
材
１２
万
円
分
を
無
償
で
提
供
し
ま

す
。
年
間
１
０
０
棟
を
順
次
、
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

▼
条
件
　
①
申
請
者
が
居
住
す
る
新

築
住
宅
②
延
床
面
積
１
０
９
平
方
㍍

以
上
③
間
柱
除
く
全
柱
に
愛
知
県
森

林
組
合
連
合
会
が
提
供
す
る
県
産
柱

材
使
用
④
年
度
内
の
棟
上
完
了 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
森
林
組
合
連
合

会
（
☎
０
５
２
―
９
６
１
―
９
１
５

６
）
ま
た
は
、
愛
知
県
農
林
水
産
部

林
務
課
（
☎
０
５
２
―
９
５
４
―
６

４
４
４
） 

         

●
保
育
園
パ
ー
ト
職
員 

　（
保
育
士
・
調
理
員
）の
登
録 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
保
育
園
の
パ
ー
ト

職
員
（
保
育
士
・
調
理
員
）
の
登
録

を
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
登
録
の
あ
る
人
か
ら
必
要
に
応
じ

パ
ー
ト
職
員
の
採
用
を
し
て
い
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
６５
歳
ま
で
の
健
康
な

人
（
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
保
育
士

資
格
ま
た
は
、
看
護
師
資
格
を
有
す

る
人
）
。 

▼
申
込･

問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
） 

         

●
７
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導 

  

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、
専
門
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
効
果
的
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
方
法
や
総
合
的
な
体
力
向

上
の
た
め
の
運
動
、
腰
痛
や
肩
こ
り

に
関
す
る
運
動
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
都
合
に
よ
り
講
習
日
を
変

更
し
た
り
中
止
し
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
９
日
　
・
１０
日
　
・

１６
日
　
・
１７
日
　
午
後
１
時
〜
５
時 

▼
対
象
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
登

録
証
を
お
持
ち
の
人 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―

２
２
２
２
） 

  

●
８
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

　
講
習
会 

  

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
に
は
、
講

習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

　
な
お
、
講
習
会
で
は
一
般
の
人
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
都
合
に
よ
り
講
習
日
を
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

▼
講
習
内
容
　
①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
②
器
具
の
説
明
③
実
技 

▼
対
象
　
１６
歳
以
上 

▼
定
員
　
１
回
の
講
習
に
つ
き
１５
人 

▼
費
用
　
２
０
０
円 

▼
申
込
方
法

　
７
月
１
日

　
か
ら
、
総

合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
課
へ

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

　
申
し
込
み

は
、
１
人
に

つ
き
１
名
と

し
、
電
話
で

の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ

ん
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―

２
２
２
２
） 

（火）

（水） 

（土） 

（金） 

（土） 

（日） 

（日） 

　

ニ

　

　

０

▼
 

　愛知県は、都市化が著しく、東海豪雨などで甚大
な浸水被害が発生し、河川・洪水調整池の整備に
よる治水対策で被害の防止が市街化の進展で困
難な一級河川新川に流れ込む流域を、平成１８年１
月１日から特定都市河川浸水被害対策法に基づき、
「特定都市河川流域」に指定します。 
　特定都市河川流域に指定されると、田畑など締
め固められていない土地で行う１，０００平方㍍以上
の開発（雨水浸透阻害行為…土地からの流出雨水
量を増加させる恐れのある行為）は、愛知県知事
の許可が必要です（現在、法律に基づき１，０００平方
㍍を５００平方㍍に引き下げることも検討しています）。
許可にあたっては、技術基準に従った雨水貯留浸
透施設の設置が必要となります。詳細については、
新川流域総合治水対策協議会ホームページ
（http://www.sougo-chisui.jp）でもご覧にな
れます。 
　問合先　愛知県建設部河川課計画グループ・企
画グループ（☎０５２―９５４―６５５５・☎０５２―９５４―
６５５３）または、岩倉市建設部土木課維持管理係（☎
６６―５８１３） 

新川流域で開発を行う際には雨水対策の 
ための許可が必要となります 

▼
 

募集  

講座  
教室  

★６月３０日(木)は市県民税第１期の納期限です★  
お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を 
６月２９日(水)までにご確認ください。なお、納期限後２０日以内に納付が 
ない時は、督促状を発送しますので督促手数料５０円が加算されます。 
　問合先　税務課収納係（☎３８―５８０６） 

▲
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●
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り 

　
民
踊
講
習
会 

  

　
８
月
に
開
催
さ
れ
る
い
わ
く
ら
夏

ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り
で
、
皆
さ
ん

に
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

民
踊
講
習
会
を
行
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
６
月
２４
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
３０
分
〜
）

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
講
師
　
可
知
豊
親
さ
ん
（
日
本
民

踊
研
究
会
会
長
） 

▼
参
加
料
　
５
０
０
円
（
当
日
、
会

場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
） 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６

６
―
３
４
０
０
） 

　 

        

●
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種 

  

　
昭
和
５０
年
か
ら
５２
年
に
生
ま
れ
た

人
は
、
ポ
リ
オ
の
免
疫
を
保
有
し
て

い
る
人
の
割
合
が
、
ほ
か
の
年
齢
層

に
比
べ
て
低
い
こ
と
が
、
厚
生
労
働

省
の
調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。
　
　

　
昭
和
５０
年
か
ら
５２
年
に
生
ま
れ
た

人
は
、
次
の
場
合
に
備
え
て
も
う
一

度
、
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

①
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
の
常
在
国
（
イ

ン
ド
、
ザ
イ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
な

ど
）
に
渡
航
さ
れ
る
と
き
、
ポ
リ
オ

に
感
染
し
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

②
お
子
さ
ん
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

お
子
さ
ん
か
ら
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が

体
外
に
排
泄
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
感
染

し
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

接
種
で
き
る
医
療
機
関 

★
厚
生
連
昭
和
病
院（
小
児
科
）（
江

南
市
野
白
町
野
白
☎
５
６
―
４
１
５

５
） 

★
村
上
内
科
（
犬
山
市
丸
山
天
白
町

☎
０
５
６
８
―
６
２
―
２
２
０
１
） 

※
予
約
が
必
要
で
有
料
と
な
り
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
）
ま
た
は
、
江
南
保

健
所
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

  

●
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
講
習
会 

  

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
日
常
生
活
の
過

ご
し
方
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
予
防

が
で
き
、
症
状
が
出
て
も
上
手
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
症
状
を
悪
化
さ

せ
な
い
こ
と
も
可
能
で
す
。
　 

　
自
分
の
骨
の
健
康
を
保
つ
ポ
イ
ン

ト
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
・
内
容
・
定
員
　
表
の
と
お

り ▼
と
こ
ろ

　
保
健
セ

ン
タ
ー 

▼
対
象
　

骨
粗
し
ょ

う
症
検
診

受
診
者
お

よ
び
関
心

の
あ
る
人 

▼
持
ち
物

　
室
内
用

運
動
靴
・

タ
オ
ル（
２

回
目
の
み
） 

※
２
回
目

は
運
動
の

で
き
る
服

装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

         

●
献
血
に
ご
協
力
を 

  

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
年
間

を
通
じ
て
献
血
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
夏
季
は
、
気
候
や
休
暇
の
関
係
で

献
血
さ
れ
る
人
が
少
な
く
、
血
液
が

不
足
が
ち
に
な
り
ま
す
。 

　
次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ 

★
７
月
１０
日
　
…
神
野
会
館 

★
８
月
２５
日
　
…
岩
倉
市
役
所 

★
９
月
１１
日
　
…
東
町
会
館 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時
（
８
月
２５
日
は
午

後
４
時
ま
で
） 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
） 

  

　
集
中
豪
雨
が
多
い
季
節
　 

●
便
槽
の
管
理
に
ご
注
意
を 

  

　
梅
雨
の
時
期
に
心
配
な
の
が
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
便
槽
へ
の
水
入
り
で

す
。
便
槽
に
雨
水
が
た
く
さ
ん
入
る

と
、
し
尿
が
路
上
に
あ
ふ
れ
て
、
た

い
へ
ん
不
衛
生
で
す
。
便
槽
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
前
に
、
早
め
に
く
み
取

る
か
、
く
み
取
り
口
を
か
さ
あ
げ
す

る
な
ど
雨
水
が
入
る
の
を
防
い
で
く

だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、

㈱
ア
イ
ホ
ク
（
岩
倉
市
許
可
業
者
☎

６
６
―
２
１
１
２
） 

　 

 

●
小
児
救
急
電
話
相
談
　 

  

　
小
児
科
医
に
よ
る
保
護
者
向
け
の

電
話
相
談
を
社
団
法
人
愛
知
県
医
師

会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
小
児
科
医
が
診
療
し
て
い
な
い
休

日
等
の
夜
間
に
、
症
状
に
応
じ
た
適

切
な
医
療
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

▼
相
談
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
の
夜
間
午
後
７
時
〜
１１
時 

▼
電
話
番
号
　
＃
８
０
０
０
番
（
短

縮
番
号
・
県
内
ど
こ
か
ら
で
も
こ
の

番
号
で
か
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

携
帯
電
話
な
ど
短
縮
番
号
が
使
え
な

い
場
合
は
☎
０
５
２
―
２
６
３
―
９

９
０
９
に
お
か
け
く
だ
さ
い
） 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
健
康
福
祉
部
医

務
国
保
課
（
☎
０
５
２
―
９
５
４
―

６
２
７
４
） 

　 　 ●
国
民
生
活
金
融
公
庫 

　
融
資
相
談
会 

  

　
岩
倉
市
商
工
会
と
国
民
生
活
金
融

公
庫
一
宮
支
店
の
共
催
で
、
夏
季
資

金
の
ほ
か
、
経
営
多
角
化
・
事
業
転

換
な
ど
を
図
る
人
を
対
象
に
、
融
資

な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
７
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
商
工
会
館 

 

主
な
融
資
制
度
の
概
要 

 

（金） 

（日） （日） （木） 

（木） 

相 談 
その他 

健康  

★６月３０日(木)は介護保険料第３期の納期限です★  
お忘れなく納付してください。口座振替を利用されている人は、 
預金残高を６月２９日(水)までにご確認ください。 
　問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１） 

▲
 

か
　
ち
　

ほ
う
　

し
ん 

７月２０日（水） 

７月２５日（月） 

１ 

２ 

講義「骨粗しょう
症にならないた
めに」 

講義「楽しく動い
て骨づくりをしよ
う！」・運動実技 

愛北病院整形外科部長 

医師　金村徳相さん 

健康づくりリーダー 

中村八重野さん 

３０人 

３０人 

午後 
１時３０分 
　 ～３時 

と　き 内　容 講　師 定員 

なかむら　や　え　の 

かねむらとく　み 

） 
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国
の
事
業
ロ
ー
ン 

★
融
資
限
度
…
４
千
８
０
０
万
円
以

内 ★
返
済
期
間
…
運
転
資
金
は
原
則
５

年
以
内
（
据
置
１
年
以
内
）
、
設
備

資
金
は
原
則
１０
年
以
内
（
据
置
２
年

以
内
） 

★
利
率
…
年
１
・
５５
㌫
（
固
定
、
４

月
１３
日
現
在
） 

新
事
業
活
動
促
進
資
金
（
第
二
創
業

な
ど
を
図
る
人
向
け
の
新
制
度
） 

★
融
資
限
度
…
７
千
２
０
０
万
円
以

内 ★
返
済
期
間
…
運
転
資
金
は
５
年
以

内
（
う
ち
据
置
１
年
以
内
）
、
設
備

資
金
は
１５
年
以
内
（
う
ち
据
置
２
年

以
内
） 

★
利
率
…
年
０
・
６５
〜
１
・
８５
㌫（
固

定
、
４
月
１３
日
現
在
） 

※
申
し
込
み
、
相
談
を
ご
希
望
の
人

は
、
７
月
１
日
　
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

▼
連
絡
・
問
合
先
　
岩
倉
市
商
工
会

（
☎
６
６
―
３
４
０
０
）
ま
た
は
、

国
民
生
活
金
融
公
庫
一
宮
支
店
（
☎

０
５
８
６
―
７
３
―
３
１
３
１
） 

　 　 ●
愛
知
県
「
労
働
相
談
」 

  

　
職
場
で
の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と

な
ど
、
労
働
に
関
す
る
相
談
に
つ
い

て
無
料
で
お
答
え
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
（
電
話
可
）
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
３０
分 

▼
相
談
内
容
　
解
雇
、
賃
金
、
退
職

金
、
労
働
時
間
、
就
業
規
則
、
労
働

契
約
、
人
間
関
係
な
ど 

▼
相
談
・
問
合
先
　
愛
知
県
尾
張
事

務
所
産
業
労
働
課
労
働
分
室
一
宮
労

働
コ
ー
ナ
ー
（
一
宮
市
若
竹
３
―
１

―
１２
（
一
宮
勤
労
福
祉
会
館
内
）
☎

０
５
８
６
―
８
１
―
６
１
０
３
　
０

５
８
６
―
７
６
―
９
４
２
６
） 

  

　 　 ●
児
童
相
談 

  

　
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
１８
歳
未

満
の
児
童
の
不
登
校
、
い
じ
め
、
乱

暴
、
育
児
の
ほ
か
、
施
設
に
入
所
さ

せ
た
い
な
ど
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く

問
題
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
家
庭
児
童
相
談
室
（
福

祉
事
務
所
内
） 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
） 

　 

 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
室 

　
臨
時
開
設 

  
　
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
室
が
臨
時
出
張
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
足
を
運
び
に
く
か
っ
た

人
や
、
話
だ
け
で
も
聞
い
て
み
た
い

人
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
７
月
９
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
駅
地
下
連
絡
道 

▼
内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

相
談
受
付 

▼
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

３
７
―
３
１
３
５
　
３
８
―
０
０
３

９
） 

（土） 

（金） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談
室となっていますので、お気軽にご相談くださ
い。 
　なお、各相談は正午から午後１時までお昼の
休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■総合福祉相談 
６月１７日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
６月１９日（日）午後１時～３時 
７月　３日（日）午後１時～３時 
■女性相談 
６月２０日（月）午後１時～３時３０分 
７月　４日（月）午後１時～３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
６月２２日（水）午後１時～４時 
７月１２日（火）午後１時～４時 
７月２７日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順
延）午前９時から、市民相談室で当月分の予約
を受け付けます（先着順、電話可）。 
■年金相談 
６月２７日（月）午前１０時～午後３時 
■母子・寡婦就業相談 
７月　１日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■人権相談 
７月　８日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
７月　８日（金）午後１時～４時 
■登記相談 
７月１３日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
７月１４日（木）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
７月１４日（木）午後１時～４時 
 
 

　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩
みは、一人でくよくよしていても、何の解決に
もなりません。経験豊かなボランティアが電話
で相談をお受けします。お気軽におかけくださ
い。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時 
（祝日、振替休日を除く） 

 

み  　な  　       な     や      む     な 

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

▼
 

▼
 

指 名 競 争 入 札 結 果  （５月１２日） 

市立体育館耐震補強工事設計監理業務 

配水管布設替工事（第２期整備計画）設計委託業務その１ 

配水管布設替工事（第２期整備計画）設計委託業務その２ 

本町南新溝廻間１ 

神野町外４地内 

東町外１地内 

㈱協和設計事務所 

中部復建㈱ 

㈱第一設計 

１,１５５,０００ 

１,６８０,０００ 

１,１５５,０００ 

５/１７～９/９ 

５/１７～８/２４ 

５/１７～８/２４ 

工　事　名　等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 
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■麻しん（はしか）※申し込みが必要です 
　麻しん予防接種の申し込みを受け付けています。ご希望の人は母子健康手帳をご持参のうえ、お早
めにお申し込みください。 
　と　き　7月7日（木）、8月3日（水）、10月28日（金）、11月10日（木）、平成18年1月11日（水）、
2月8日（水）、3月9日（木） 
　対　象　接種日に年齢が1歳から7歳6か月未満の人。ただし、次の人は対象から除きます。 
★すでに麻しんにかかった人 
★すでに麻しん、または、ＭＭＲ（麻しん、風しん、おたふくかぜ混合ワクチン）の予防接種を受けた人 
★麻しんの予防で、ガンマグロブリンの接種を3か月以内に受けた人 
★予防接種に含まれる成分で、アナフィラキシーを起こしたことのある人 
★他の予防接種を受けて一定期間（三種混合等は6日間、ＢＣＧ等は27日間）が過ぎていない人 
※ひきつけを起こしてから1年たっていない人は、集団接種が困難なため保健センターに相談してく
ださい。 
　定　員　各回80人 
　持ち物　母子健康手帳 
　申　込　保健センターで受け付けています（電話不可）。 
※平成16年度に申し込まれて接種できなかった人は、電話で麻しん手帳の番号と接種希望日をお知
らせください。 

　平成１７年５月３０日付けで、厚生労働省より
日本脳炎ワクチンと重症のＡＤＥＭ（急性散
在性脳脊髄炎）との因果関係が認められたた
め、日本脳炎予防接種を差し控えるよう通知
がありました。 
　岩倉市では、関係機関と協議した結果、現
時点でより慎重を期すため、日本脳炎の予防
接種を中止することにしました。 
　なお、接種の副反応としてのＡＤＥＭは、７０
～２００万回の接種に１回程度の極めてまれな
発症です。　 
　詳しくは、保健センターまでお問い合わせ
ください。 

と　き 
7月  8日（金） 
7月25日（月） 
受付/13：00～14：00

対　象　者 
3か月から6か月未満 

備考 
平成17年4月1日からツベルクリン 
反応検査が廃止となり、直接ＢＣＧ接種 
となりました。 
1回接種 

■ＢＣＧ 

 

7月1日（金）13：30～15：00 
　南部老人憩の家 
7月8日（金）13：30～15：00　 
　岩倉病院回復期リハビリテーションセンター 
7月12日（火）10：00～11：30 
　第五児童館 
7月15日（金）13：30～15：00 
　老人憩の家 
7月22日（金）13：30～15：00 
　保健センター 

と    き 

おおむね65歳以上で 
介護保険を利用して 
いない人 
 

対　象　者 

内容/健康チェック・体操・レクリエー 
ションなど 
持ち物/健康手帳 

備考 

はつらつ元気くらぶ 

健康相談 

成人 内容/血圧測定・健康相談等（保健セン 
ターと総合体育文化センターでは、体 
脂肪測定と尿検査もできます） 
持ち物／健康手帳 
※健診結果の相談や、生活習慣病予防 
の相談にもご利用ください。心の健康 
相談も行っています。 

毎週木曜日（祝日を除く）9：00～11：00 
　保健センター 
7月1日（金）13：30～15：00 
　南部老人憩の家 
7月15日（金）9：30～11：30 
　ふれあいセンター 
7月15日（金）13：30～15：00 
　老人憩の家 
7月20日（水）13：30～15：30 
　総合体育文化センター 

内容/歯科相談・ブラッシング指導・歯 
こう染め出し・歯みがき圧測定 
持ち物/普段使っている歯ブラシ 
 

歯の健康相談 
※保健センターでは、乳幼児や健康に関する電話相談(☎66－7300)を土・日曜日、祝日を除く毎日行っています。 

成人 毎週木曜日（祝日は除く） 
9：00～11：00

6か月から7歳6か月未満 7月14日（木） 
　　20日（水） 
　　22日（金） 
受付/13：00～14：00

初回接種/3～8週間の間隔で3回接種 
追加接種/初回接種の3回目完了後1年 
～1年6か月の間に1回接種 

□三種混合 
百日せき・ジフテリア・破傷風 

6か月から7歳6か月未満 7月22日（金）　 
受付/13：00～13：25

初回接種/4～6週間の間隔で2回接種 
追加接種/初回接種の2回目完了後1年 
～1年6か月の間に1回接種 

□二種混合 
ジフテリア・破傷風 

1歳から7歳6か月未満 7月13日（水）　 
受付/13：00～14：00

1回接種 ■風しん 
▲
 
▲
 

▲
 ▲
 ▲
 

健指導　 

さい。 
お話 

・ブラ 
す） 
育児 
方」 

談・ 
です） 

測・ 

ゃん 
談・ 

・ブラ 

・エプ 

ク・身 
相談等 

シング 

プロン 

ク・身 
聴覚 

りする 

　朝の体温を測り、母子健康手帳をお忘れなくご持参ください（母子健康手帳がないと受け付けできません）。予防接種は、はしか、水ぼう
そうなどの病気が治ってから、1か月は接種できません。三種混合、二種混合等の□印の予防接種は接種後6日以内に、ＢＣＧ等の■印の予
防接種は接種後27日以内に他の予防接種を受けることはできません（接種間隔など詳しくは、保健センターへお問い合わせください）。 

んから 
おける 
呂の 
交流会 

し・ブ 

・エプ 

日本脳炎予防接種を中止します 

成　人 
保健センターを利用されるときは、健康手帳をお持ちください。健康手帳の交付は随時行っています。 

予防接種 

●問合先　岩倉市保健センター 
　　　　　旭町1-20　☎37-3511

N

S

EW
市役所 

ユニー 

中央 
公園 

県道岩倉西停車場線 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

新
柳
通
線 

県道小牧岩倉一宮線 

保健センター 

郵便局 

岩
　
倉
　
駅 
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□

□

●お母さんになるために 
と　き 

毎週木曜日（祝日は除く） 
10：00～ 
受付/9：45～11：00 
（初産の人は10時までに受付） 

対　象　者 

妊婦 

備考 

内容/ビデオ「妊娠中の過ごし方」・保健指導　 
持ち物/妊娠届出書 
当日、ご都合の悪い人は、ご連絡ください。 
初産の人は10：00～11：00までお話 
を聞いていただきます。 

母子健康手帳交付 

第3回/7月4日（月） 
13：15～15：30 
受付/13：15～14：00 
第4回/7月11日（月） 
13：30～15：30 
受付/13：15～13：30

妊婦（夫の参加も可） 内容/第3回…歯科健診・染め出し・ブラ 
ッシング指導（申し込みが必要です） 
第4回…ビデオ・話「産後の生活と育児 
について」・実習「お風呂の入れ方」 母親教室 

●赤ちゃんのために 
と　き 

7月11日（月） 
9：00～ 
受付/9：00～11：00

対　象　者 

乳幼児 

備考 

内容/身体計測・栄養相談・育児相談・ 
母乳相談（母乳相談は予約が必要です） 
定期測定にもご利用ください。 

乳幼児健康相談 
 
4か月児健康診査 

7月19日（火） 
13：00～ 
受付/13：00～14：00

平成17年3月生まれ 内容/診察・発達チェック・身体計測・ 
栄養指導・育児相談等 

かるがも地球ひろば 7月20日（水） 
10：00～11：30

外国籍の親子 内容/情報交換・交流会 

ツインズマザー交流会 7月25日（月） 10：00～11：30
双胎・多胎の妊婦 
双児・多児の親子 

内容/情報交換・交流会 

4～6か月児の離乳食教室 
7月5日（火） 
10：00～11：00 
受付/9：45～10：00

4～6か月児の保護者等 内容/離乳食のすすめ方と試食 

8か月児育児教室 
7月19日（火） 
9：45～ 
受付/9：30～9：50

平成16年11月生まれ 内容/身体測定・育児のお話・赤ちゃん 
体操・歯のお話・育児相談・栄養相談・ 
絵本の読み聞かせ 

かみかみ歯ピカ教室 
7月8日（金） 
10：00～11：30 
受付/9：45～10：00 
申込/6月17日（金）8：30～ 
保健センター（電話可） 

1歳～1歳6か月児 
定員15組 

内容/幼児食と歯の話・染め出し・ブラ 
ッシング指導 
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプ 
ロン 

1歳6か月児健康診査 
7月5日（火） 
13：00～ 
受付/13：00～14：00

平成15年12月生まれ 内容/診察・歯科健診・発達チェック・身 
体計測・遊び指導・栄養相談・育児相談等 
※歯をみがいてきてください。 

2歳児歯科健康診査 
7月29日（金） 
13：00～ 
受付/13：00～13：40

平成15年7月生まれ 内容/歯科健診・染め出し・ブラッシング 
指導・フッ素塗布・食生活指導 
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプロン 

3歳児健康診査 
7月12日（火） 
13：00～ 
受付/13：00～14：00

平成14年7月生まれ 内容/診察・歯科健診・発達チェック・身 
体計測・栄養相談・育児相談・視覚聴覚 
検査・尿検査（会場で採尿）等 
持ち物/保健センターからお送りする 
アンケート用紙 

子どもとお母さん 
保健センターを利用されるときは、母子健康手帳をお持ちください。 

 

□

7月9日（土） 
9：00～11：40 
受付/8：45～9：00 
申込/6月17日（金）8：30～ 
保健センター（電話可） 

初めて親になる夫婦 
定員20組 

内容/ビデオ「お父さんへ赤ちゃんから 
のメッセージ」・話「出産・育児における 
父親の役割について」・実習「お風呂の 
入れ方」・育児中のパパママとの交流会 

パパママセミナー 

2歳6か月児 
親子歯科健康診査 

7月6日（水） 
13：30～ 
受付/13：15～14：30 
申込/6月16日（木）8：30～ 
保健センター（電話可） 

2歳6か月児とその親 
定員15組 

内容/歯科健診（親と子）・染め出し・ブ 
ラッシング指導・フッ素塗布 
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプ 
ロン・親の歯ブラシ 

7月の保健センター案内 
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だれ
もが

住み良いまちづくりユニバ
ーサルデザインだれ

もが
住み良いまちづくりユニバ
ーサルデザイン

「愛・地球博のユニバーサルデザイン　その1」 「愛・地球博のユニバーサルデザイン　その1」 
日本福祉大学社会福祉学部教授　児玉善郎 

 

こ　だま  よし  ろう 

＊サスティナブル…持続可能な 

 　
日
本
に
お
い
て
は
、
１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博

以
来
と
な
る
国
際
博
覧
会
が
、
３
月
２５
日
か
ら
名

古
屋
東
部
丘
陵
を
会
場
と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

も
う
既
に
会
場
に
足
を
運
ば
れ
た
皆
さ
ん
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
愛
・
地
球
博
の
テ
ー

マ
は
「
自
然
の
叡
智
」
と
さ
れ
、
環
境
と
の
共
生
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え
る
催
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
万
博
と
い
う
こ
と

か
ら
、
万
博
会
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
会
場
は
、

起
伏
に
富
ん
だ
地
形
で
制
約
条
件
が
多
い
中
、
障

害
の
あ
る
人
、
高
齢
の
人
に
も
万
博
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
最

大
限
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
一
歩
進
め
た
、
誰

も
が
同
じ
よ
う
に
利
用
で
き
る
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
検
証
し
て
み
よ
う
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
愛
・
地
球
博
を
訪
れ
ま

し
た
。
 

公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
会
場
へ
 

　
今
回
、
愛
・
地
球
博
に
訪
れ
た
の
は
、
「
い
わ

く
ら
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
」
の
有

志
で
す
。
こ
の
研
究
会
は
、
平
成
１６
年
３
月
に
岩

倉
市
が
策
定
し
た
「
岩
倉
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
振
興
指
針
」
の
検
討
委
員
会
に
参
加
し
た
市

民
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
同
年
５
月
か
ら
活
動
し

て
い
る
任
意
団
体
で
す
。
市
内
の
小
・
中
学
校
に

お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
講
座
の
企
画
と
実
施

や
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
意
見
を
述
べ
る
、
と
い
っ

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
、
研
究
会
の
メ
ン
バ

ー
で
、
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
千
葉
隆
二
さ
ん

を
含
む
８
人
で
、
岩
倉
駅
か
ら
公
共
交
通
機
関
を

使
っ
て
万
博
会
場
へ
ア
ク
セ
ス
し
ま
し
た
。
 

岩
倉
駅
を
出
発
 

　
岩
倉
駅
か
ら
車
い
す
で
電
車
に
乗
ろ
う
と
思
う

と
、
ど
こ
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
か
ご
存
知
で
す
か
？
　
岩
倉
駅
に
は
、
地

上
か
ら
地
下
の
改

札
口
ま
で
降
り
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

改
札
口
を
入
っ
て

か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
に
上
が
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
い

ず
れ
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

北
端
に
、
通
常
は

出
入
り
で
き
な
い

特
別
な
入
口

と
ス
ロ
ー
プ

が
あ
り
、
駅

員
さ
ん
に
事

前
に
お
願
い

を
し
て
開
け

て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま

す
。
将
来
的

に
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
て
、

誰
も
が
同
じ
経
路
で
電
車
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
 

藤
が
丘
駅
へ
向
か
う
 

　
博
覧
会
協
会
が
出
し
て
い
る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
は
、
藤
が
丘
駅
ま
で
車
い
す

で
利
用
で
き
る
ル
ー
ト
と
し
て
、
「
名
古
屋
駅
か

ら
東
山
線
を
利
用
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、

岩
倉
駅
か
ら
行
く
の
で
、
地
下
鉄
鶴
舞
線
に
乗
り

入
れ
て
、
伏
見
駅
で
東
山
線
に
乗
り
換
え
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
伏
見
駅
の
乗
り
換
え
経
路
に
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
「
大
丈
夫
！
」
と
安
心
し
た

と
こ
ろ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
て
か
ら
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
ま
で
に
、
さ
ら
に
１０
段
ほ
ど
の
階
段
が

あ
り
慌
て
ま
し
た
。
幸
い
、
昇
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
が
あ
り
、
介
助
者
が
支
え
て
な
ん
と
か
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
ま
で
行
け
ま
し
た
が
、
車
い
す
の
人
１

人
で
は
、
助
け
を
呼
ば
な
い
と
利
用
で
き
な
い
と

こ
ろ
で
し
た
。
ま
た
、
帰
り
に
伏
見
駅
で
乗
り
換

え
る
場
合
に
は
、
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
な
い

の
で
、
さ
ら
に
大
変
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
 

藤
が
丘
駅
か
ら
リ
ニ
モ
に
乗
る
 

　
東
山
線
の
藤
が
丘
駅
を
降
り
て
、
リ
ニ
モ
の
乗

り
場
に
行
く
経

路
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
が
い
て
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
乗

り
場
ま
で
誘
導

し
て
く
れ
ま
し

た
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
車
い
す

や
身
体
の
不
自

由
な
人
専
用
と

な
っ
て
お
り
、
車
い
す
の
千
葉
さ
ん
と
介
助
を
す

る
２
人
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
他
の
５
人
は
階
段
を
使
う
よ
う
に

と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
に
い
た
警
備
員
に
指
示
さ

れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
人
は
「
も

う
少
し
融
通
を
き
か
せ
て
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
人

は
一
緒
に
行
け
る
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
に
ね
」

と
私
た
ち
に
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
降
り
て
改
札
の
中
に
入
っ
て
か
ら
、
一
般
の

経
路
を
通
っ
て

く
る
仲
間
を
３

人
で
待
つ
あ
い

だ
、
行
列
を
つ

く
っ
て
い
る
一

般
の
人
か
ら
の

視
線
を
浴
び
、

居
心
地
の
悪
い

思
い
を
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん

の
人
で
混
雑
す

る
と
こ
ろ
で
は
、

誰
も
が
同
じ
よ

う
に
利
用
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
 

 
次
回
は
、
会
場
入
口
か
ら
会
場
内
の
移
動
環
境

や
、
パ
ビ
リ
オ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

▲岩倉駅の車いす乗り口 

▲プラットと電車に大きな隙間と 
段差があるので介助が必要 
 

▲リニモ改札へのエレベーター。 
一般の人は利用できない 

▲リニモ改札口の中で、仲間が 
来るのを待つことに 

*

え
い
　

ち
 

ち
　
ば
　
り
ゅ
う
　

じ
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　５月２８日・２９日、岩倉市国際交流協会が日
本の伝統文化に触れてもらおうと外国人を招いて
こいのぼりづくりを行いました。 
　今回は、イギリスやインドネシアなど８か国、
１８人の皆さんが参加し、中島屋幟店（中本町）
の松浦勉さんの指導のもと、１人１枚こいのぼり
を作成しました。 
　出来上がったこいのぼりは、どれも色彩豊かで
個性的なものばかりでした。 

自由な発想でこいのぼり 
～国際交流協会こいのぼりづくり～ 

　５月２９日、五条川小学校で親子スポーツデーが開催
されました。この催しは、五条川小学校地区コミュニテ
ィー推進協議会と同地区の子ども会の共催で行われ、今
年で２１回目になります。 
　初夏の日差しの中で、「おみくじ競争」など６種類の
競技が行われ、「親子でポイ！」という競技では、子ど
もがワンバウンドさせたボールを懸命に追う父母の姿に
会場が沸き、親子で気持ちのいい汗を流していました。 

初夏の日差しに光る親子の汗 
～五条川校区親子スポーツデー～ 

　５月１５日、総合体育文化センターで、バンド

ネオン奏者島田由美子さんを迎えて民族音楽レク
チャーコンサートが開かれました。 
　この日のコンサートでは、まず、バンドネオン
を実際に分解して構造や、演奏方法の特徴につい
て説明があった後、セントラル愛知交響楽団の皆
さんとの息の合った演奏が披露されました。 
　「ラ・クンパルシータ」などの曲では、情熱的
なメロディーに合わせてダンスの実演もあり、会
場に集まった皆さんは、タンゴの世界に魅了され
ていました。 

情熱的なタンゴの世界 
～民族音楽レクチャーコンサート～ 

しま　だ　ゆ　み　こ 

のぼり 

まつ　うらつとむ 

23 平成17年6月15日 

広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 



すのき 

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 
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★三種混合　★二種混合 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★はつらつ元気くらぶ　★ポリオ 

★２歳児歯科健康診査 

はつらつ元気くらぶ（第五児童館）　★4か月児健康診査 
分別収集/中本町･東町･中野町･鈴井町 
古紙と古着の日/八剱町・井上町・神野町・石仏町 

はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ＢＣＧ 
 

分別収集/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 
古紙と古着の日/大地町・大地新町・中央町・川井町・北島町・野寄町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 

★三種混合 

　休日急病診療（仁木暢　仁木医院） 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，254人（＋26人） 
            男性/24，044人（－3人） 
            女性/24，210人（＋29人） 
          世帯数/19,401世帯（＋16世帯） 
                （5月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

　休日急病診療（渡部照和　渡部耳鼻科） 

［ スイカズラ ］ 
　自然生態園に、スイカズラの花が咲いていました。 

　スイカズラはつる性の植物で、ほかの物にからまって成長し

ます。冬でも葉が落ちず、葉を巻いて寒さに耐えているように

見えるため、「忍冬」ともよばれます。 

　スイカズラの花は、始め白色ですが、やがて黄色くなるため

同時に２色の花を見ることができます。夏草の繁った自然生態

園でスイカズラの花の甘い匂いがほのかに香っていました。 

にんどう 

平
成
１７
年
３
月
３１
日
現
在
の 

特
集 


